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は
じ
め
に

　

当
館
収
蔵
「
和
歌
懐
紙
・
詩
懐
紙
貼
交
屏
風
」（
以
下
、
本
屏
風
）
は
各
隻
縦

一
五
六
・
四
、
横
三
八
一
・
七
㎝
の
六
曲
一
双
屏
風
で
、
一
扇
に
四
葉
ず
つ
、
計
四
十
八
名

四
十
八
葉
の
懐
紙
が
貼
ら
れ
る
（
カ
ラ
ー
口
絵
5
、
6
）。
本
屏
風
は
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
に
、
四
十
八
葉
の
う
ち
①
貞
敦
親
王
（
一
四
八
八
～
一
五
七
二
）、
②
貞
清
親

王
（
一
五
九
六
～
一
六
五
四
）、
③
智
仁
親
王
（
一
五
七
九
～
一
六
二
九
）、
⑦
尊
朝
法
親
王

（
一
五
五
二
～
九
七
）、
⑧
尊
純
法
親
王
（
一
五
九
一
～
一
六
五
三
）、
⑬
三
条
西
実
条

（
一
五
七
五
～
一
六
四
〇
）、
㉕
近
衞
信
尋
（
一
五
九
九
～
一
六
四
九
）、
㊲
中
御
門
宣
秀

（
一
四
六
九
～
一
五
三
一
）、
㊸
烏
丸
光
広
（
一
五
七
九
～
一
六
三
八
）、
㊺
上
冷
泉
為
満

（
一
五
五
九
～
一
六
一
九
）
の
十
葉
が
図
版
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
（
〇
番
号
は
別
表
の
通
番

を
示
す
、
以
下
同
）、
そ
の
う
ち
七
葉
（
①
②
③
⑦
㉕
㊲
㊺
）
の
制
作
年
と
八
葉
（
①
②
⑦

⑧
⑬
㉕
㊲
㊸
）
の
書
流
が
示
さ
れ
た
（
註
1
）。
の
ち
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
に
当
館
の

新
施
設
の
開
館
を
記
念
し
た
展
覧
会
で
六
曲
一
双
の
四
十
八
葉
が
初
め
て
公
開
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
（
註
2
）。

　

当
館
収
蔵
の
書
跡
作
品
の
う
ち
、
伝
来
が
わ
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）
に
近
衞
忠
煕
（
一
八
〇
八
～
九
八
）
よ
り
献
上
さ
れ
た
「
玉

ぎ
ょ
く

泉せ
ん

帖じ
ょ
う」（

小
野
道

風
筆
）
や
「
粘で

っ
ち
ょ
う
ぼ
ん

葉
本
和
漢
朗
詠
集
」（
伝
藤
原
行
成
筆
）
を
は
じ
め
と
す
る
一
群
が
知
ら
れ

る
よ
う
に
（
註
3
）、
明
治
時
代
以
降
に
献
上
さ
れ
た
品
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、

少
な
く
と
も
近
世
に
は
宮
中
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
品
は
「
御ご

在ざ
い

来ら
い

」
と
よ
ば
れ
、「
雲く

も

紙が
み

本ぼ
ん

和
漢
朗
詠
集
」（
伝
藤
原
行
成
筆
、
国
宝
）
や
「
更
級
日
記
」（
藤
原
定
家
筆
、
国
宝
）
が
知

ら
れ
る
が
、
本
屏
風
は
そ
れ
ら
と
同
様
に
書
跡
作
品
中
数
件
の
「
御
在
来
」
と
伝
え
ら
れ
る

品
で
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
天
皇
陛
下
（
現
・
上
皇
陛
下
）
と
香
淳
皇
后

（
一
九
〇
三
～
二
〇
〇
〇
）
に
よ
り
国
に
寄
贈
さ
れ
、
当
館
収
蔵
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
び
各
所
収
懐
紙
の
筆
者
や
釈
文
に
加
え
、
記
録
等
に
よ
っ
て
年
代
を
絞
り
込
み
、

あ
る
い
は
詠
進
の
年
月
日
を
推
定
し
、
詩
会
や
歌
会
の
情
報
を
ま
と
め
た
も
の
が
別
表
で
あ

る
【
表
1
】。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
整
理
し
、
少
な
く
と
も
近
世
に
は
宮
中
に
収

蔵
さ
れ
て
い
た
と
伝
わ
る
本
屏
風
の
制
作
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
い
。

一
、
所
収
懐
紙
の
詩
歌
会
の
推
定

　

所
収
懐
紙
中
、
和
歌
懐
紙
は
四
十
二
葉
、
詩
懐
紙
は
六
葉
で
、
和
歌
懐
紙
は
歌
一
首
を
書

い
た
一
首
懐
紙
で
あ
る
。
別
表
の
会
種
別
欄
に
記
し
た
、
御ご

会か
い

と
は
天
皇
が
主
催
す
る
詩
歌

会
、
公こ

う

宴え
ん

と
は
宮
中
で
催
行
さ
れ
る
公
式
の
詩
歌
会
を
指
す
。
時
代
・
世
紀
、
主
催
、
題

者
、
奉
行
、
そ
の
他
諸
役
や
参
加
者
欄
に
は
、
出
典
欄
の
記
録
か
ら
整
理
し
た
内
容
を
示
し

た
（
註
4
）。
詩
歌
会
の
開
催
年
月
日
が
推
定
で
き
た
も
の
は
、
四
十
八
葉
中
①
②
③
⑤
⑥
⑦

⑨
⑩
⑪
⑭
⑰
⑱
⑲
⑳
㉒
㉓
㉔
㉕
㉖
㉗
㉘
㉙
㉚
㉛
㉜
㉝
㉞
㊱
㊲
㊳
㊴
㊹
㊺
㊼
㊽
の
三
十
五
葉
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
御
会
や
公
宴
の
作
と
考
え
ら
れ
、
所
収
懐
紙
中
七
割
以
上
と
な
っ
た
。

　

う
ち
、
①
貞
敦
親
王
、
②
貞
清
親
王
、
⑱
庭
田
重
経
（
一
四
六
五
～
一
五
〇
一
）、
⑳
持

明
院
基
孝
（
一
五
二
〇
～
一
六
一
一
）、
㉖
今
出
川
経
季
（
宣
季
、
一
五
九
四
～

一
六
五
二
）、
㉛
甘
露
寺
元
長
（
一
四
五
六
～
一
五
二
七
）、
㊴
日
野
光
慶
（
一
五
九
一
～

一
六
三
〇
）、
㊽
五
辻
之
仲
（
元
仲
、
一
五
五
八
～
一
六
二
六
）
の
懐
紙
が
詠
進
さ
れ
た
詩

歌
会
八
回
分
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
記
録
に
み
え
る
ま
と
ま
っ
た
参
加
者
を
記
し
た
。
さ
ら

に
そ
の
う
ち
、
①
貞
敦
親
王
、
②
貞
清
親
王
、
⑱
庭
田
重
経
、
⑳
持
明
院
基
孝
、
㉖
今
出
川

経
季
、
㉛
甘
露
寺
元
長
、
㊽
五
辻
之
仲
の
七
葉
は
、
所
収
懐
紙
に
記
さ
れ
る
詩
歌
内
容
と
、

記
録
に
み
え
る
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
歌
内
容
と
の
一
致
を
確
認
で
き
た
（
註
5
）。

　

本
屏
風
中
、
同
じ
歌
会
で
の
詠
進
と
推
定
し
た
懐
紙
が
二
組
あ
る
。
一
組
目
は
、
元
和
七

年
（
一
六
二
一
）
九
月
九
日
に
後
水
尾
天
皇
（
一
五
九
六
～
一
六
八
〇
、
在
位
一
六
一
一
～

二
九
）
が
主
催
し
た
和
歌
御
会
で
、
㊱
清
閑
寺
共
房
（
一
五
八
九
～
一
六
六
一
）
と
㊳
日
野

資
勝
（
一
五
七
七
～
一
六
三
九
）
の
懐
紙
が
収
め
ら
れ
る
も
の
。
二
組
目
は
、
元
和
八
年
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（
一
六
二
二
）
正
月
十
九
日
に
同
じ
く
後
水
尾
天
皇
が
主
催
、
奉
行
を
三
条
西
実
条
が
務
め

た
和
歌
御
会
始
で
、
③
智
仁
親
王
と
㊹
烏
丸
光
賢
（
一
六
〇
〇
～
三
八
）
の
懐
紙
が
収
め
ら

れ
る
も
の
。
ほ
か
、
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
二
組
、
端
作
と
時
代
・
世
紀
が
重
な
る
こ

と
か
ら
、
㊵
広
橋
総
光
（
一
五
八
〇
～
一
六
二
九
）
と
㊸
烏
丸
光
広
、
㊶
柳
原
淳
光

（
一
五
四
一
～
九
七
）
と
㊷
烏
丸
光
宣
（
一
五
四
九
～
一
六
一
一
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ

の
ほ
か
の
所
収
懐
紙
は
い
ず
れ
も
別
々
の
会
で
詠
ま
れ
た
も
の
と
な
る
。

　

詩
歌
会
の
推
定
に
至
ら
な
か
っ
た
十
三
葉
は
、
④
守
理
法
親
王
（
一
五
五
八
～
？
）、
⑧

尊
純
法
親
王
、
⑫
三
条
西
実
枝
（
実
世
、
一
五
一
一
～
七
九
）、
⑬
三
条
西
実
条
、
⑮
飛
鳥

井
雅
春
（
一
五
二
〇
～
九
四
）、
⑯
飛
鳥
井
雅
庸
（
雅
継
、
一
五
六
九
～
一
六
一
五
）、
㉑
園

基
継
（
一
五
二
六
～
一
六
〇
二
）、
㉟
勧
修
寺
尹
豊
（
一
五
〇
三
～
九
四
）、
㊵
広
橋
総
光
、

㊶
柳
原
淳
光
、
㊷
烏
丸
光
宣
、
㊸
烏
丸
光
広
、
㊻
五
条
為
康
（
一
五
〇
一
～
六
三
）
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
㊻
五
条
為
康
を
除
い
た
④
守
理
法
親
王
、
⑧
尊
純
法
親
王
、
⑫
三
条
西
実

枝
、
⑬
三
条
西
実
条
、
⑮
飛
鳥
井
雅
春
、
⑯
飛
鳥
井
雅
庸
、
㉑
園
基
継
、
㉟
勧
修
寺
尹
豊
、

㊵
広
橋
総
光
、
㊶
柳
原
淳
光
、
㊷
烏
丸
光
宣
、
㊸
烏
丸
光
広
は
、
前
述
の
別
表
の
諸
役
や
参

加
者
欄
に
記
し
た
よ
う
に
、
本
屏
風
中
ほ
か
の
懐
紙
が
詠
進
さ
れ
た
詩
歌
会
に
参
加
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
別
表
の
参
加
者
等
に
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
㊻
五
条

為
康
は
父
為
学
や
息
子
為
経
、
孫
為
適
の
名
前
が
見
え
、
推
定
に
至
ら
な
か
っ
た
十
三
葉
も

御
会
や
公
宴
の
詠
進
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
別
表
の
会
種
別
欄
に
記
し
た
よ
う
に
、
詠
進
の
年
月
日
を
示
し
た
三
十
五
葉
は
端

作
と
日
付
か
ら
、
推
定
に
至
ら
な
か
っ
た
十
三
葉
は
端
作
か
ら
、
い
つ
の
折
の
詩
歌
会
で
あ

る
か
分
類
し
、
歌
会
始
を
十
九
葉
、
七
夕
を
十
七
葉
、
重
陽
を
十
二
葉
と
し
た
。
歌
会
始
に

分
類
し
た
う
ち
⑮
飛
鳥
井
雅
春
は
端
作
を
「
元
日
陪
和
謌
所
同
詠
梅
有
佳
色
倭
歌
」
と
し
て

お
り
、
他
の
懐
紙
と
異
な
り
元
日
に
和
歌
所
で
お
こ
な
わ
れ
た
歌
会
と
知
る
。
和
歌
所
と
は

平
安
時
代
以
降
、
勅
撰
集
の
編
纂
の
た
め
に
宮
中
に
設
け
ら
れ
た
臨
時
の
役
所
を
指
し
、
天

暦
五
年
（
九
五
一
）
に
村
上
天
皇
が
『
後
撰
和
歌
集
』
の
撰
集
と
『
万
葉
集
』
の
訓
読
の
た

め
に
梨
壺
に
設
置
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
、
常
置
的
な
機
関
で
は
な
く
歌
人
の
私
宅
の

場
合
も
あ
っ
た
と
い
う
。
雅
春
は
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
正
月
五
日
に
正
二
位
と
な
り
、

翌
三
年
に
権
大
納
言
に
至
っ
た
。
同
十
年
に
雅
教
か
ら
雅
春
に
改
名
し
て
お
り
、
本
懐
紙
は

官
名
の
無
い
位
署
「
正
二
位
藤
原
雅
春
」
か
ら
、
改
名
後
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
十
月

に
権
大
納
言
を
辞
し
て
散
位
と
な
っ
た
の
ち
、
つ
ま
り
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
か
ら
文

禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
間
の
晩
年
の
筆
と
な
る
。
雅
春
は
歌
道
と
蹴
鞠
を
家
職
と
す
る
飛

鳥
井
家
の
当
主
で
、
公
家
の
役
職
で
朝
廷
と
幕
府
間
の
交
渉
を
担
う
武
家
伝
奏
を
務
め
た
。

天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
四
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
の
後
陽
成
天
皇

（
一
五
七
一
～
一
六
一
七
、
在
位
一
五
八
六
～
一
六
一
一
）
の
聚
楽
第
行
幸
に
供
奉
し
、
そ

の
中
日
の
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
、
後
陽
成
天
皇
は
じ
め
豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
七
～
九
六
）

以
下
、
列
座
の
公
卿
ら
総
勢
九
十
六
人
が
詠
進
し
た
と
い
う
歌
会
参
加
者
の
ひ
と
り
で
あ
る

（
註
6
）。
ま
た
、
元
日
で
は
な
い
が
、
同
年
正
月
二
十
五
日
に
本
懐
紙
と
同
題
で
聚
楽
第
の

和
歌
会
に
参
加
し
て
い
る
（
註
7
）。
本
懐
紙
の
詠
ま
れ
た
年
月
日
の
確
認
に
は
至
ら
な
か
っ

た
が
、
本
懐
紙
と
近
い
雅
春
の
晩
年
の
活
躍
が
う
か
が
え
る
記
事
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
少
な
く
と
も
七
割
以
上
が
御
会
や
公
宴
の
作
と
考
え
ら
れ
る
本
屏
風
所
収
懐

紙
は
、
⑮
飛
鳥
井
雅
春
も
含
め
て
、
歌
会
始
、
七
夕
（
乞
巧
奠
）、
重
陽
の
い
ず
れ
か
の
歌

会
、
つ
ま
り
年
中
恒
例
の
詩
歌
会
で
の
作
で
あ
ろ
う
。
⑮
の
歌
会
の
開
催
場
所
は
不
明
な
が

ら
、
推
定
に
至
ら
な
か
っ
た
所
収
懐
紙
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
筆
者
が
本
屏
風
所
収
中
の

御
会
や
公
宴
に
参
加
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宮
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
詩
歌
会
で

詠
進
さ
れ
た
作
が
貼
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
、
所
収
懐
紙
の
配
列
と
料
紙

　

本
屏
風
の
制
作
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
懐
紙
の
所
収
順
序
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

四
十
八
葉
を
全
体
で
通
覧
す
る
と
、
摂せ

っ

家け

の
一
葉
が
清せ

い

華が

家け

や
大
臣
家
、
羽う

林り
ん

家け

よ
り
後
の

二
十
五
番
目
と
な
り
、
配
列
上
不
自
然
で
あ
る
。
二
十
五
番
目
は
左
隻
の
一
番
目
に
あ
た
る

た
め
、
一
隻
ず
つ
整
理
す
る
。

【
右
隻
】

親
王　
　

三
名
三
葉

　
　
　
　

①
貞
敦
親
王
～
③
智
仁
親
王

門
跡　
　

六
名
六
葉

　
　
　
　

④
守
理
法
親
王
～
⑨
道
永
入
道
親
王

　
　
　
　
（
仁
和
寺
、
妙
法
院
、
聖
護
院
（
照
高
院
）、
青
蓮
院
、
仁
和
寺
（
上
乗
院
））
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清
華
家　

一
名
一
葉

　
　
　
　

⑩
三
条
公
頼

大
臣
家　

三
名
三
葉

　
　
　
　

⑪
正
親
町
三
条
公
仲
、
⑫
⑬
三
条
西
実
枝
・
実
条

羽
林
家　

八
名
八
葉

　
　
　
　

�

⑭
⑮
⑯
飛
鳥
井
雅
綱
・
雅
春
・
雅
庸
、
⑰
⑱
⑲
庭
田
雅
行
・
重
経
・
重
親
、
⑳
持

明
院
基
孝
、
㉑
園
基
継

半
家　
　

三
名
三
葉

　
　
　
　

㉒
㉓
㉔
高
倉
範
久
・
永
宣
・
永
相

【
左
隻
】

摂
家　
　

一
名
一
葉

　
　
　
　

㉕
近
衞
信
尋

清
華
家　

一
名
一
葉

　
　
　
　

㉖
今
出
川
（
菊
亭
）
経
季

大
臣
家　

一
名
一
葉

　
　
　
　

㉚
中
院
通
胤

羽
林
家　

四
名
四
葉

　
　
　
　

㉗
四
辻
季
遠
、
㉘
正
親
町
実
胤
、
㉙
中
山
親
綱
、
㊺
上
冷
泉
為
満

名
家　
　

十
四
名
十
四
葉

　
　
　
　

�

㉛
㉜
甘
露
寺
元
長
・
伊
長
、
㉝
㉞
㉟
勧
修
寺
尚
顕
・
晴
右
・
尹
豊
、
㊱
清
閑
寺
共

房
、
㊲
中
御
門
宣
秀
、
㊳
㊴
日
野
資
勝
・
光
慶
、
㊵
広
橋
総
光
、
㊶
柳
原
淳
光
、

㊷
㊸
㊹
烏
丸
光
宣
・
光
広
・
光
賢

半
家　
　

三
名
三
葉

　
　
　
　

㊻
五
条
為
康
、
㊼
東
坊
城
和
長
、
㊽
五
辻
之
仲

　

右
隻
は
親
王
、
門
跡
に
始
ま
り
、
摂
家
は
貼
ら
れ
ず
、
清
華
家
、
大
臣
家
、
羽
林
家
が
続

き
、
名
家
は
貼
ら
れ
ず
、
半
家
で
終
わ
る
。
い
っ
ぽ
う
左
隻
は
親
王
と
門
跡
が
貼
ら
れ
ず
、

摂
家
か
ら
始
ま
り
、
基
本
的
に
は
、
清
華
家
、
大
臣
家
、
羽
林
家
、
名
家
、
半
家
と
続
い
て

い
る
。
親
王
、
門
跡
を
右
隻
の
先
頭
に
配
し
つ
つ
、
堂と

う
し
ょ
う
け

上
家
を
家
格
順
（
摂
家
、
清
華
家
、

大
臣
家
、
羽
林
家
、
名
家
、
半
家
）
に
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
配
列
し
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
同
じ
家
は
年
代
順
と
し
連
続
し
て
並
べ
て
い
る
。
左
隻
の
先
頭
に
貼
ら
れ
る
近
衞

信
尋
は
、
後
陽
成
天
皇
の
第
四
皇
子
で
、
少
年
期
に
信
尹
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
。

　

本
屏
風
に
宸
翰
は
無
く
、
伏
見
宮
貞
敦
親
王
、
同
貞
清
親
王
、
八
条
宮
智
仁
親
王
か
ら
始

ま
る
。
伏
見
宮
家
は
、
中
世
後
期
に
創
設
さ
れ
、
近
世
初
期
か
ら
中
期
に
設
立
さ
れ
た
八
条

宮
、
高
松
宮
、
閑
院
宮
と
合
わ
せ
て
四
親
王
家
と
よ
ば
れ
、
各
宮
家
の
代
々
当
主
は
天
皇
の

猶
子
あ
る
い
は
養
子
と
な
っ
て
親
王
宣
下
を
受
け
て
親
王
と
な
り
、
皇
位
継
承
に
備
え
る
、

天
皇
家
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
。
貞
清
親
王
と
智
仁
親
王
は
同
時
代
を
生
き
て
お
り
、
慶
長

十
年
（
一
六
〇
五
）
十
二
月
二
十
四
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
貞
清
親
王
の
元
服
の
儀
で
は
、
智

仁
親
王
が
加
冠
を
務
め
（
註
8
）、
後
述
す
る
が
貞
清
親
王
の
歌
を
智
仁
親
王
が
添
削
し
た
こ

と
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
配
列
か
ら
は
、
本
屏
風
の
制
作
に
伏
見
宮
家
や
八
条
宮
家
が
か
か

わ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

　

所
収
懐
紙
は
全
て
縦
約
三
六
・
五
～
三
七
・
五
、
横
約
五
一
・
五
㎝
に
整
え
ら
れ
て
お
り
、

も
と
の
寸
法
が
そ
れ
に
満
た
な
い
場
合
に
は
奥
や
天
に
足
し
紙
が
施
さ
れ
て
い
る
（
註
9
）。

足
し
紙
が
無
い
も
の
と
判
断
し
た
懐
紙
は
、
右
隻
①
～
③
の
親
王
、
④
～
⑧
ま
で
の
門
跡
、

⑬
三
条
西
実
条
、
⑯
飛
鳥
井
雅
庸
、
⑳
持
明
院
基
孝
、
㉒
高
倉
範
久
、
左
隻
㉕
近
衞
信
尋
、

㉞
勧
修
寺
晴
右
、
㊳
日
野
資
勝
、
㊴
日
野
光
慶
、
㊹
烏
丸
光
賢
、
㊺
上
冷
泉
為
満
だ
が
、
あ

く
ま
で
目
視
に
よ
る
参
考
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
こ
れ
ら
は
屏
風
に
仕
立
て
る
際
に
寸
法
を
揃

え
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
④
守
理
法
親
王
や
⑦
尊
朝
法
親
王
、
㉕
近
衞
信
尋
な
ど
の
懐
紙

は
、
端
作
の
位
置
か
ら
、
本
紙
の
端
が
切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

幕
府
の
右
筆
を
務
め
た
森
尹
祥
（
一
七
四
〇
～
九
八
）
に
よ
る
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

の
奥
書
が
あ
る
『
懐
紙
夜
鶴
抄
』
に
、
晴
の
と
き
の
懐
紙
の
寸
法
に
つ
い
て
、

　
　

�
天
子
は
大
高
檀
紙
を
そ
の
ま
ゝ
遊
ば
さ
る
ゝ
也
。
そ
れ
故
に
高
さ
一
尺
五
寸
余
也
。
摂

関
は
一
尺
三
寸
余
、
大
臣
よ
り
参
議
ま
で
一
尺
三
寸
、
中
少
将
殿
上
人
は
一
尺
二
寸

也
。
そ
の
以
下
に
至
り
て
は
、
一
尺
一
寸
七
八
分
た
る
べ
し
。
そ
れ
よ
り
ち
ひ
さ
く
は

す
べ
か
ら
ず
。
余
り
ち
ひ
さ
き
は
、
小
懐
紙
に
ま
ぎ
る
ゝ
故
な
り
。
小
懐
紙
に
は
和
歌

堪
能
の
人
か
く
こ
と
也
（
基（

持
明
院
）時

卿
曰
く
、
当
世
小
懐
紙
に
は
、
中
院
通
茂
卿
な
ど
か
ゝ

る
べ
き
事
也
、
と
仰
せ
ら
れ
し
由
、
元
禄
十
四
年
の
聞
書
の
中
に
あ
り
）
平
生
の
御
会

に
は
浅
官
も
中
高
を
切
ら
ず
用
ゐ
る
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と
あ
り
、
晴
の
懐
紙
に
は
天
皇
は
縦
四
六
㎝
ほ
ど
の
大
高
檀
紙
を
そ
の
ま
ま
用
い
、
摂
関
は

四
〇
㎝
ほ
ど
、
大
臣
以
下
参
議
ま
で
の
公
卿
は
三
九
㎝
ほ
ど
、
近
衛
中
将
・
少
将
・
殿
上
人

は
三
六
㎝
ほ
ど
、
そ
れ
よ
り
身
分
の
低
い
者
は
三
五
㎝
ほ
ど
で
そ
れ
よ
り
小
さ
く
す
べ
き
で

な
く
、
褻
の
懐
紙
に
は
大
き
な
区
別
は
な
い
と
記
さ
れ
る
（
註
10
）。
ま
た
、
室
町
時
代
明
応

二
年
（
一
四
九
三
）
の
尭
憲
の
奥
書
の
あ
る
『
和
歌
深
秘
抄
』
に
は
、

　
　

�

懐
紙
の
寸
尺
の
事
、
懇
に
し
る
し
可
被
下
候
、
四
品
な
と
の
か
た
は
長
か
ね
一
尺
一
寸

は
か
り
に
て
候
、
高
檀
紙
た
ま
へ
く
候
、
た
ゝ
尋
常
の
仁
は
一
尺
七
八
分
は
か
り
、
そ

れ
も
貴
人
な
と
参
会
の
時
は
長
を
一
二
分
つ
ゝ
め
ら
れ
る
へ
く
候
也
、
又
人
に
よ
り
候

て
一
尺
四
分
又
は
六
分
に
も
申
付
候
、
已
前
以
面
会
申
候
間
、
不
能
一
二
候

と
あ
り
、
貴
人
が
参
会
す
る
場
合
の
懐
紙
は
通
例
よ
り
一
、二
分
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
縮
小

し
て
用
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
註
11
）。
本
屏
風
所
収
懐
紙
の
縦
寸
は
も
っ
と
も
長
い

も
の
で
③
智
仁
親
王
の
三
七
・
五
㎝
で
あ
り
所
収
懐
紙
は
全
て
『
懐
紙
夜
鶴
抄
』
に
記
さ
れ

る
寸
法
よ
り
小
さ
い
が
、
身
分
に
よ
っ
て
懐
紙
の
大
き
さ
に
変
化
の
あ
っ
た
こ
と
は
①
～
③

の
親
王
、
④
～
⑧
ま
で
の
門
跡
、
摂
家
で
あ
る
㉕
近
衞
信
尋
が
所
収
懐
紙
の
な
か
で
大
ぶ
り

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
所
収
懐
紙
が
詠
進
さ
れ
た
と
き
の
寸
法
は
不
明
な
が

ら
、『
和
歌
深
秘
抄
』
に
あ
る
よ
う
に
天
皇
主
催
の
詩
歌
会
で
あ
っ
た
た
め
に
通
例
よ
り
小

さ
い
懐
紙
に
書
か
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

料
紙
は
、
表
面
観
察
の
結
果
、
い
ず
れ
も
楮
を
原
料
と
し
た
紙
と
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

大
き
さ
や
紙
質
の
特
徴
か
ら
檀
紙
、
強
杉
原
紙
、
杉
原
紙
、
大
高
檀
紙
に
分
類
し
、【
表
1
】

紙
質
欄
に
記
載
し
た
。
紙
名
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
左
に
記
載
し
た
料
紙
研
究
の
成
果
を

勘
案
し
た
。

三
、
書
流

　

書
流
の
系
譜
が
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
刊
行
の
『
万
宝
全
書
』

巻
五
所
収
の
「
本
朝
古
今
名
公
古
筆
諸
流
」
が
最
初
と
さ
れ
る
（
註
12
）。
小
松
茂
美
氏
は
、

「
本
朝
古
今
名
公
古
筆
諸
流
」
を
は
じ
め
書
流
系
譜
を
示
す
写
本
七
本
か
ら
「
書
流
別
人
名

一
覧
」
を
編
ん
で
お
り
（
註
13
）、
そ
れ
に
沿
っ
て
所
収
懐
紙
の
筆
者
の
書
流
分
類
を
お
こ

な
っ
た
も
の
が
左
記
で
あ
る
。

【
定
家
流
】
㊳
日
野
資
勝
、
㊸
烏
丸
光
広
、
㊹
烏
丸
光
賢
、
㊺
上
冷
泉
為
満

【
尊
鎮
流
】�

②
貞
清
親
王
、
④
守
理
法
親
王
、
⑪
正
親
町
三
条
公
仲
、
㉑
園
基
継
、
㉔
高
倉

永
相
、
㉗
四
辻
季
遠
、
㉟
勧
修
寺
尹
豊
、
㊶
柳
原
淳
光
、
㊻
五
条
為
康

【
尊
朝
流
】�

⑤
常
胤
法
親
王
、
⑦
尊
朝
法
親
王
、
㉔
高
倉
永
相
、
㊷
烏
丸
光
宣
、
㊽
五
辻
之

仲

【
尊
純
流
】
⑧
尊
純
法
親
王

【
勅
筆
流
】
⑰
庭
田
雅
行

【
通
村
流
（
中
院
流
）】
㉖
今
出
川
経
季

【
栄
雅
流
】
⑭
飛
鳥
井
雅
綱
、
⑮
飛
鳥
井
雅
春
、
⑯
飛
鳥
井
雅
庸
、
㉝
勧
修
寺
尚
顕

【
後
柏
原
院
流
】�

①
貞
敦
親
王
、
③
智
仁
親
王
、
⑱
庭
田
重
経
、
⑲
庭
田
重
親
、
㉒
高
倉
範

久
、
㉚
中
院
通
胤
、
㉜
甘
露
寺
伊
長

【
道
澄
流
（
龍
山
流
）】
⑥
興
意
法
親
王
、
㉖
今
出
川
経
季
、
㊷
烏
丸
光
宣

【
近
衞
流
（
三
藐
院
流
）】
㉕
近
衞
信
尋

【
三
条
流
】�
⑨
道
永
入
道
親
王
、
⑩
三
条
公
頼
、
⑫
三
条
西
実
枝
、
⑬
三
条
西
実
条
、
㉓
高

倉
永
宣
、
㉘
正
親
町
実
胤
、
㉛
甘
露
寺
元
長
、
㉜
甘
露
寺
伊
長
、
㊲
中
御
門
宣

秀
、
㊼
東
坊
城
和
長

本
表
は
、
左
記
の
文
献
の
記
載
、
及
び
記
載
の
も
と
と
な
っ
た
料
紙
調
査
デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成
し
た
。

・�

富
田
正
弘
「
紙
素
材
文
化
財
の
料
紙
判
定
法
に
つ
い
て
」『
紙
素
材
文
化
財
（
文
書
・
典
籍
・
聖
教
・
絵
図
）
の
年
代
推
定
に
関
す
る
基

礎
的
研
究
』
平
成
十
五
年
度
～
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
［
基
盤
研
究
（
A
）］
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
者
富
田
正
弘
、
二

〇
〇
八
年

・
富
田
正
弘
「
杉
原
紙
系
統
の
系
譜
─
御
教
書
杉
原
か
ら
奉
書
紙
へ
─
」『
和
紙
文
化
研
究
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
五
年

・�

富
田
正
弘
「
中
世
・
近
世
公
験
文
書
料
紙
の
変
遷
─
真
言
院
後
七
日
御
修
法
請
僧
交
名
と
東
福
寺
公
帖
─
」『
紙
素
材
文
化
財
（
文
書
・

典
籍
・
聖
教
・
絵
図
）
の
年
代
推
定
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
平
成
十
八
年
度
～
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
［
基
盤
研
究
（
A
）］

研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
者
富
田
正
弘
、
二
〇
二
〇
年

料
紙
名

料
紙
法
量

簀
目
本
数

紙
質

年
代

檀
紙

縦
三
三
～
三
六
㎝
程

横
四
九
～
六
一
㎝
程

一
〇
～
一
六
本
／

寸
程
度

簀
目
目
立
た
ず
、
柔
ら
か
い
感
じ

繊
維
束
少
、
非
繊
維
質
少
、
塡
料
少
量
添
加

の
場
合
あ
り

十
三
世
紀
中
頃
～

十
四
世
紀
中
頃

強
杉
原
紙

縦
三
三
～
三
六
㎝
程

横
四
七
～
五
六
㎝
程

一
二
～
一
六
本
／

寸
程
度

簀
目
が
目
立
つ
、
荒
々
し
い
強
紙

繊
維
束
有
、
非
繊
維
質
有
、
塡
料
非
添
加

延
徳
三
年
～

天
正
十
二
年

杉
原
紙

縦
二
七
～
二
九
・
五
㎝
程

横
四
〇
～
四
八
㎝
程

一
四
～
一
九
本
／

寸
程
度

簀
目
は
微
か
に
見
え
る
も
の
と
透
視
で
確
認

で
き
る
も
の
に
わ
か
れ
る
、
柔
ら
か
い
感
じ

非
繊
維
質
少
、
塡
料
添
加

応
永
二
十
年
～

天
文
十
五
年

大
高
檀
紙

縦
四
一
～
四
七
㎝
程

横
六
〇
～
六
七
㎝
程

九
～
一
四
本
／

寸
程
度

簀
目
が
目
立
つ

繊
維
束
有
（
十
七
世
紀
中
頃
か
ら
減
少
）、

非
繊
維
質
少
、
塡
料
非
添
加

天
正
十
三
年
～

寛
文
年
間
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【
光
悦
流
】
㊸
烏
丸
光
広

　

一
部
複
数
の
書
流
に
属
す
る
人
物
も
あ
る
が
、
渡
部
清
氏
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

（
註
14
）、
同
じ
書
流
に
分
類
さ
れ
る
人
物
を
容
易
に
一
括
り
に
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
目

安
で
あ
る
こ
と
が
本
屏
風
所
収
懐
紙
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　

藤
原
定
家
（
一
一
六
二
～
一
二
四
一
）
に
始
ま
る
定
家
流
に
分
類
さ
れ
る
の
は
所
収
懐
紙

の
人
物
で
は
四
名
だ
が
、
所
収
懐
紙
中
、
定
家
流
で
書
か
れ
る
の
は
㊹
烏
丸
光
賢

（
一
六
〇
〇
～
三
八
）、
㊺
上
冷
泉
為
満
（
一
五
五
九
～
一
六
一
九
）
の
二
葉
だ
ろ
う
。
光
賢

は
烏
丸
光
広
（
一
五
七
九
～
一
六
三
八
）
の
子
に
あ
た
る
。
本
懐
紙
は
定
家
流
が
根
底
に
あ

り
つ
つ
、
字
形
に
と
ら
わ
れ
な
い
奔
放
な
書
風
で
あ
る
。
上
冷
泉
為
満
の
父
・
為
益
は
尊
鎮

流
だ
が
、
為
満
は
祖
父
為
和
、
子
為
頼
と
と
も
に
定
家
の
書
風
を
受
け
継
い
で
お
り
、
本
懐

紙
も
典
型
的
な
定
家
流
を
示
し
て
い
る
。
㊸
烏
丸
光
広
は
、
定
家
流
と
光
悦
流
に
名
前
が
見

え
る
が
、
本
懐
紙
は
持
明
院
流
だ
ろ
う
。
位
署
が
左
少
弁
で
あ
る
こ
と
か
ら
文
禄
三
年

（
一
五
九
四
）
か
ら
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
の
間
と
な
る
。
光
広
は
文
禄
四
年
に
持
明
院

基
孝
（
一
五
二
〇
～
一
六
一
一
）
か
ら
書
の
伝
授
を
受
け
て
お
り
（
註
15
）、
の
ち
光
悦
流
、

定
家
流
を
経
て
光
広
流
の
書
を
確
立
す
る
こ
と
と
な
る
（
註
16
）。
基
孝
は
右
の
分
類
の
持
明

院
流
に
名
前
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
持
明
院
流
の
中
興
の
祖
で
あ
り
、
⑳
の
懐
紙
も
細

身
な
が
ら
持
明
院
流
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
㊳
日
野
資
勝
は
定
家
流
に
分
類
さ
れ
る
が
、
本
懐

紙
で
は
和
歌
三
行
目
行
頭
の
「
き
」
に
少
々
う
か
が
え
る
程
度
で
あ
る
。

　

尊
鎮
流
、
尊
朝
流
、
尊
純
流
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
尊
鎮
法
親
王
（
一
五
〇
四
～

五
〇
）、
⑦
尊
朝
法
親
王
（
一
五
五
二
～
九
七
）、
⑧
尊
純
法
親
王
（
一
五
九
一
～

一
六
五
三
）
を
そ
れ
ぞ
れ
祖
と
す
る
が
、
い
ず
れ
も
尊
円
親
王
（
一
二
九
八
～
一
三
五
六
）

に
始
ま
る
青
蓮
院
流
を
継
承
し
て
お
り
、
丸
み
を
帯
び
た
抑
揚
の
あ
る
書
風
で
あ
る
。

　

勅
筆
流
の
天
皇
は
後
円
融
天
皇
（
一
三
五
八
～
九
三
）
に
始
ま
り
後
土
御
門
天
皇

（
一
四
四
二
～
一
五
〇
〇
）
ま
で
、
そ
の
の
ち
後
柏
原
院
流
が
後
柏
原
天
皇
（
一
四
六
四
～

一
五
二
六
）
を
祖
と
し
後
陽
成
天
皇
（
一
五
七
一
～
一
六
一
七
）
ま
で
続
く
。
伏
見
宮
家
第

六
代
・
貞
敦
親
王
（
一
四
八
八
～
一
五
七
二
）
は
、
後
柏
原
天
皇
の
猶
子
で
、
養
父
の
後
柏

原
院
流
を
能
く
し
た
。
①
の
懐
紙
も
そ
れ
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
智
仁
親
王

（
一
五
七
九
～
一
六
二
九
）
は
後
陽
成
天
皇
の
弟
に
あ
た
る
。
は
じ
め
豊
臣
秀
吉
の
猶
子
と

な
る
が
、
八
条
宮
家
創
立
で
や
め
、
後
柏
原
院
流
の
名
手
で
あ
っ
た
正
親
町
天
皇

（
一
五
一
七
～
九
三
）
の
猶
子
と
な
っ
た
。
③
の
懐
紙
は
回
転
が
か
か
っ
た
曲
線
の
強
い
書

で
、
後
柏
原
院
流
と
は
異
な
る
も
の
。
所
収
懐
紙
で
は
⑱
庭
田
重
経
（
一
四
六
五
～

一
五
〇
一
）
と
そ
の
養
嗣
子
の
⑲
庭
田
重
親
（
一
四
九
五
～
一
五
三
三
）
が
後
柏
原
院
流
に

属
し
、
こ
れ
ら
の
懐
紙
は
和
歌
懐
紙
と
詩
懐
紙
な
が
ら
重
経
と
重
親
の
書
風
の
近
い
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　

栄
雅
流
は
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
、
一
四
一
七
～
九
〇
）
を
祖
と
し
、
⑭
飛
鳥
井
雅
綱

（
一
四
八
九
～
一
五
六
三
）
は
そ
の
孫
に
あ
た
り
、
⑮
飛
鳥
井
雅
春
（
一
五
二
〇
～
九
四
）

は
雅
綱
の
子
で
あ
る
。
飛
鳥
井
雅
庸
（
一
五
六
九
～
一
六
一
五
）
は
雅
春
の
孫
に
あ
た
り
、

⑯
の
懐
紙
は
雅
継
と
称
し
た
二
十
六
歳
以
前
の
筆
で
あ
る
。
所
収
懐
紙
は
い
ず
れ
も
栄
雅
流

の
能
書
ら
し
い
、
落
ち
着
い
た
筆
運
び
を
み
せ
て
い
る
。
懐
紙
の
歌
は
三
行
三
字
に
書
く
の

が
通
例
だ
が
、
飛
鳥
井
家
は
三
行
五
字
と
す
る
。
本
屏
風
の
所
収
懐
紙
も
通
例
ど
お
り
、
飛

鳥
井
家
の
三
葉
の
み
三
行
五
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
衞
稙
家
（
一
五
〇
三
～
六
六
）
の
子
で
前
久
（
一
五
三
六
～
一
六
一
二
）
の
弟
に
あ
た

る
の
が
道
澄
（
一
五
四
四
～
一
六
〇
八
）
で
あ
る
。
⑥
興
意
法
親
王
（
一
五
七
六
～

一
六
二
〇
）
は
誠
仁
親
王
（
陽
光
太
上
天
皇
）
の
子
。
道
澄
を
開
山
と
す
る
天
台
宗
照
高
院

を
継
承
し
た
。
後
柏
原
院
流
の
名
手
の
正
親
町
天
皇
の
子
だ
が
、
興
意
法
親
王
は
道
澄
流
を

受
け
継
い
で
い
る
。
㊷
烏
丸
光
宣
（
一
五
四
九
～
一
六
一
一
）
は
尊
朝
流
と
道
澄
流
の
双
方

に
名
を
連
ね
て
い
る
。
近
衞
信
尹
（
一
五
六
五
～
一
六
一
四
）
の
書
風
を
近
衞
流
（
三
藐
院

流
）
と
い
い
、
㉕
近
衞
信
尋
は
後
陽
成
天
皇
の
第
四
皇
子
だ
が
、
近
衞
家
の
養
嗣
子
と
な
っ

た
。
㉕
は
養
父
信
尹
の
書
を
思
わ
せ
、
近
衞
流
の
能
書
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

　

三
条
流
は
、
三
条
西
実
隆
（
一
四
五
五
～
一
五
三
七
）
に
始
ま
る
。
⑫
三
条
西
実
枝

（
一
五
一
一
～
七
九
）
は
実
隆
の
孫
に
あ
た
り
、
位
署
に
実
世
と
あ
る
こ
と
か
ら
青
年
期
の

執
筆
と
な
る
。
⑬
三
条
西
実
条
（
一
五
七
五
～
一
六
四
〇
）
は
三
条
流
の
名
手
で
あ
る
。
㊲

中
御
門
宣
秀
（
一
四
六
九
～
一
五
三
一
）
も
三
条
流
に
属
し
、
穏
や
か
な
書
風
を
展
開
し
て

い
る
。

　

以
上
、
本
屏
風
所
収
懐
紙
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
流
が
室
町
か
ら
江
戸
時
代
の
公
卿
社

会
で
通
行
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
興
味
深
い
。
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四
、
公
宴
御
会
の
懐
紙
の
制
作

　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
「
貞
清
親
王
懐
紙
御
詠
草
」
は
、
貞
清
親
王
筆
の
伏
見
宮

家
伝
来
の
品
で
、
詠
進
さ
れ
た
懐
紙
の
控
え
と
考
え
ら
れ
る
（
註
17
）。
四
巻
あ
る
う
ち
、
同

じ
端
作
、
位
署
、
歌
の
書
か
れ
た
懐
紙
の
控
え
が
、
第
一
巻
に
四
組
十
一
葉
、
第
二
巻
に
は

五
組
十
一
葉
、
第
三
巻
に
は
三
組
十
二
葉
あ
る
。
多
い
も
の
で
は
同
じ
歌
が
七
葉
し
た
た
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
第
二
巻
の
四
紙
目
が
、
本
屏
風
所
収
懐
紙
②
元
和
七
年

（
一
六
二
一
）
正
月
十
九
日
詠
進
の
貞
清
親
王
の
懐
紙
の
控
え
と
考
え
ら
れ
る
（
図
1
、
図

2
）。
こ
こ
で
所
収
懐
紙
②
と
比
較
し
た
い
。
懐
紙
の
大
き
さ
は
屏
風
に
仕
立
て
る
際
に
整

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
本
屏
風
所
収
懐
紙
が
縦
三
六
・
八
、
横
五
一
・
四
㎝

（
図
2
）、
控
え
と
考
え
ら
れ
る
懐
紙
は
縦
四
一
・
九
、六
二
・
〇
㎝
で
あ
っ
た
（
図
1
）。
縦

四
一
・
九
㎝
と
は
、
先
述
の
、
天
皇
は
縦
四
六
㎝
ほ
ど
、
摂
関
は
四
〇
㎝
ほ
ど
と
し
た
記
録

に
符
合
す
る
。
紙
質
が
所
収
懐
紙
と
同
様
に
大
高
檀
紙
で
あ
り
、
屏
風
に
仕
立
て
ら
れ
る
以

前
の
所
収
懐
紙
は
、
控
え
と
考
え
ら
れ
る
懐
紙
と
同
寸
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き

る
。
内
容
を
見
る
と
、
和
歌
三
行
目
の
「
よ
」
が
「
与
」
に
近
い
こ
と
や
、「
君
に
」
の
連

綿
な
ど
に
は
違
い
が
み
ら
れ
る
が
、
字
配
り
や
字
母
は
同
様
で
、
本
番
に
劣
ら
な
い
丁
寧
な

書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
た
だ
、
控
え
と
考
え
ら
れ
る
懐
紙
は
位
署
の
位
置
が
下
が
っ
て
お
り
、

そ
れ
は
控
え
と
考
え
ら
れ
る
同
巻
中
他
の
懐
紙
に
も
そ
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

　

次
に
継
が
れ
る
一
紙
に
は
、
智
仁
親
王
が
「
池
の
面
の
水
底
か
け
て
住
亀
の
／
お
な
し
よ

は
ひ
や
君
に
ち
き
ら
ん
／
如
此
候
ハ
ん
哉
、
猶
御
沈
吟
／
次
第
御
定
可
然
存
候
、
／
十
六
日　

智
仁
」
と
書
い
て
い
る
（
図
3
）。
こ
れ
は
貞
清
親
王
の
詠
進
の
三
日
前
に
あ
た
る
十
六
日

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
智
仁
親
王
の
書
風
は
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
正
月
十
九
日
詠

進
の
智
仁
親
王
の
所
収
懐
紙
③
と
共
通
す
る
（
図
4
）。

　

ま
た
、
同
文
庫
蔵
の
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
写
『
瑤
玉
和
歌
集
』
に
（
註
18
）、「
対
亀

争
齢
〈
正
月
十
九
日
公
宴
御
会
始
竹

（
良
恕
法
親
王
）

門
添
削
／
朱
点
ハ
八（

智
仁
親
王
）

条
殿
〉
／
か
き
り
な
き
君
か
よ

は
ひ
を
亀
の
居
池
の
さ
ゝ
れ
に
か
そ
へ
て
や
み
む
／
君
か
代
の
た
め
し
と
そ
お
も
ふ
か
め
の

尾
の
山
と
し
た
か
き
よ
は
ひ
ふ
る
ら
し
／
池
の
面
の
み
な
そ
こ
か
け
て
す
む
亀
の
お
な
し
よ

は
ひ
とや

君
に
契
りら

んて
」
と
三
首
記
さ
れ
、
続
い
て
「
お
く
二
つ
の
御
詠
珍
重
存
候
間
、
八
条

殿
へ
御
読
合
に
て
、
御
定
／
尤
存
候
、
我
等
腫
物
は
や
よ
く
御
坐
候
得
共
、
む
さ
と
薬
付

候
、
／
被
罷
出
候
ハ
て
迷
惑
致
候
よ
し
よ
く
〳
〵
［　
　

］
／
十
六
日　

良
恕
」、
さ
ら
に

＼

図1　『貞清親王懐紙御詠草』（宮内庁書陵部所蔵）
出典：国書データベース、https://doi.org/10.20730/100154682

図2　本屏風所収懐紙② 貞清親王筆

図3　『貞清親王懐紙御詠草』（宮内庁書陵部所蔵）
出典：国書データベース、https://doi.org/10.20730/100154682

図4　本屏風所収懐紙③ 智仁親王筆
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続
け
て
「
伏
見
様
／
御
小
性
中
／
池
の
面
の
水
底
か
け
て
住
亀
の
お
な
し
よ
は
ひ
や
君
に
契

ら
ん
／
如
此
候
ハ
ん
や
、
猶
御
沈
吟
次
第
御
定
可
然
存
候
／
十
六
日　

智
仁
」
と
あ
る
。

　

貞
清
親
王
が
御
会
の
た
め
に
三
首
作
り
、
添
削
を
求
め
た
こ
と
、
良
恕
法
親
王

（
一
五
七
四
～
一
六
四
三
）
が
添
削
、
智
仁
親
王
が
朱
点
を
つ
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
所
収

懐
紙
の
制
作
過
程
と
と
も
に
、
公
宴
御
会
に
詠
進
さ
れ
る
懐
紙
が
ど
の
よ
う
に
制
作
さ
れ
た

の
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

五
、
本
屏
風
の
制
作
年

　

詠
進
の
年
次
を
推
定
し
た
懐
紙
の
う
ち
、
最
も
古
い
も
の
は
⑰
庭
田
雅
行
（
一
四
三
四
～

九
五
）
の
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
正
月
七
日
の
作
で
、
特
定
に
至
ら
な
か
っ
た
十
三
葉

を
含
め
て
筆
者
の
生
年
か
ら
み
て
も
同
様
と
な
る
。
特
定
で
き
た
懐
紙
で
の
下
限
は
、
③
智

仁
親
王
と
㊹
烏
丸
光
賢
（
一
六
〇
〇
～
三
八
）
の
江
戸
時
代
・
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
正

月
十
九
日
と
な
る
。
特
定
に
至
ら
な
か
っ
た
十
三
葉
を
含
め
て
没
年
で
み
る
と
、
㊱
清
閑
寺

共
房
（
一
五
八
九
～
一
六
六
一
）
だ
が
、
所
収
の
共
房
の
懐
紙
は
元
和
七
年
九
月
九
日
の
も

の
。
た
だ
、
年
月
日
は
不
明
な
が
ら
、
⑧
尊
純
法
親
王
の
懐
紙
の
位
署
に
「
尊
純
」
と
記
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
年
に
親
王
宣
下
、
尊
純
を
名
乗
っ
た
以
後
の

も
の
と
推
定
で
き
、
尊
純
法
親
王
の
没
年
に
あ
た
る
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
が
所
収
懐
紙

の
下
限
と
な
る
。

　

本
屏
風
の
制
作
は
以
上
か
ら
十
七
世
紀
半
ば
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
所
収
懐
紙
の
筆
者

中
、
そ
の
こ
ろ
存
世
の
人
物
は
限
ら
れ
て
お
り
、
②
貞
清
親
王
（
一
五
九
六
～

一
六
五
四
）、
⑧
尊
純
法
親
王
、
㉕
近
衞
信
尋
（
一
五
九
九
～
一
六
四
九
）、
㉖
今
出
川
経
季

（
一
五
九
四
～
一
六
五
二
）、
㊱
清
閑
寺
共
房
が
挙
げ
ら
れ
る
。
屏
風
の
制
作
に
あ
た
っ
て

は
、
ま
と
ま
っ
た
懐
紙
が
手
元
に
必
要
で
、
所
収
懐
紙
は
宮
中
の
詩
歌
会
の
作
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の
地
位
に
あ
る
人
物
で
あ
ろ
う
。
本
屏
風
が
伏
見
宮
家
の
二

葉
で
始
ま
る
こ
と
、
所
収
懐
紙
の
下
限
に
存
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
屏
風
の
二
番
目
に
貼
ら

れ
る
懐
紙
の
筆
者
・
伏
見
宮
家
第
十
代
の
貞
清
親
王
の
制
作
の
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

貞
清
親
王
は
邦
房
親
王
の
第
一
王
子
で
後
陽
成
天
皇
の
猶
子
。
和
歌
を
好
ん
だ
こ
と
で
知
ら

れ
、
歌
集
に
「
貞
清
親
王
御
詠
草
」
な
ど
が
あ
る
。
本
屏
風
が
伏
見
宮
家
で
制
作
さ
れ
た
と

す
る
と
、
そ
の
材
料
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
同
家
に
残
さ
れ
て
い
た
和
歌
資
料
と
な
る
。

歌
会
で
用
い
ら
れ
た
懐
紙
は
会
が
終
わ
る
と
、
身
分
の
高
い
ほ
う
か
ら
順
に
横
に
長
く
継
が

れ
る
か
、
懐
紙
を
重
ね
て
端
を
水
引
で
綴
じ
ら
れ
て
整
理
さ
れ
た
。
本
屏
風
の
制
作
に
あ

た
っ
て
は
、
同
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
懐
紙
か
ら
、
室
町
、
安
土
桃
山
、
江
戸
の
各
時
代
、

歌
会
始
と
七
夕
、
重
陽
と
い
っ
た
内
容
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
本
屏
風
の
装
丁
と
付
属
品
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。
本
屏
風
に
は
縦
横
約

一
〇
㎝
の
金
箔
が
貼
ら
れ
る
が
、
修
復
の
跡
が
あ
る
。
屏
風
の
縁
を
廻
る
裂
は
、
大
縁
が
白

茶
地
唐
花
唐
草
金
襴
、
小
縁
が
赤
地
朱
珍
。
裏
張
は
菊
菱
文
、
縁
の
金
具
に
は
十
六
弁
の
菊

が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
（
図
5
）。
付
属
と
し
て
、
高
崎
正
風
（
一
八
三
六
～
一
九
一
二
）

に
よ
る
「
六
枚
折
屏
風
一
双
詩
哥
張
交
之
内
／
哥
之
部
／
髙
嵜
正
風
点
之
写
」
の
記
録
と
、

杉
孫
七
郎
（
一
八
三
五
～
一
九
二
〇
）
に
よ
る
「
六
枚
折
御
屏
風
一
双
詩
哥
張
交
ノ
内
／
詩

之
部
／
杉
孫
七
郎
」
の
記
録
、
そ
し
て
正
風
と
孫
七
郎
に
よ
る
、
所
収
懐
紙
の
う
ち
和
歌
に

つ
い
て
の
一
覧
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
御
物
を
整
理
し
た
際
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。
正
風

は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
年
新
政
府
に
出
仕
、
同
二
十
二
年
に
宮
中
顧
問
官
、
二
十
八

年
に
枢
密
顧
問
官
を
歴
任
し
、
明
治
二
十
一
年
か
ら
同
四
十
五
年
ま
で
御
歌
所
長
を
勤
め
て

い
る
。
孫
七
郎
は
、
明
治
維
新
後
、
宮
内
大
輔
や
皇
太
后
宮
大
夫
な
ど
を
務
め
て
主
に
宮
内

省
官
僚
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
付
属
の
記
録
は
宮
内
省
の
罫
紙
を
用
い
、
書
式
等
も
共
通

し
て
い
る
こ
と
か
ら
同
時
期
の
制
作
と
考
え
ら
れ
、
明
治
二
十
一
年
か
ら
同
四
十
五
年
の
間

に
整
理
を
行
う
に
あ
た
り
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

近
世
に
は
宮
中
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
と
伝
わ
る
本
屏
風
は
、
制
作
者
不
明
な
が
ら
、
所
収

懐
紙
の
上
限
は
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
正
月
七
日
、
下
限
に
あ
た
る
懐
紙
は
寛
永
十
七 図5　本屏風角金具（部分）
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年
（
一
六
四
〇
）
よ
り
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
の
期
間
に
詠
進
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き

る
。
各
時
代
、
内
容
、
身
分
等
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
ば
れ
た
本
屏
風
の
制
作
は
、
下
限
の
懐

紙
か
ら
、
十
七
世
紀
半
ば
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
配
列
が
伏
見
宮
家
に
始
ま
り
親
王

家
三
葉
の
う
ち
二
葉
が
同
家
の
懐
紙
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
貞
清
親
王
に
よ
る
制
作
の
可
能
性

を
考
え
た
が
、
管
見
の
限
り
そ
の
制
作
に
か
か
わ
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。

　

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
は
大
名
や
僧
侶
、
町
衆
も
和
歌
を
詠
む
こ
と
が
多
く

な
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
歌
壇
の
中
心
は
京
の
宮
廷
を
頂
点
と
す
る
場
で
あ
っ
た
と
い
い
、
月

次
御
会
の
定
例
化
も
室
町
時
代
か
ら
と
さ
れ
る
（
註
19
）。
貞
清
親
王
の
懐
紙
か
ら
う
か
が
え

る
公
宴
御
会
に
詠
進
さ
れ
る
懐
紙
の
制
作
の
様
子
、
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
書
流
な
ど
、
本
屏

風
の
所
収
懐
紙
は
ま
さ
に
宮
廷
を
中
心
と
し
た
年
中
行
事
の
歌
会
、
公
宴
御
会
の
詠
進
の
様

相
を
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

�

（
や
ま
だ 
ゆ
き
ほ　

当
館
学
芸
部
調
査
・
保
存
課
研
究
員
）

註（
1
）	『
皇
室
の
至
宝
一
一　

御
物　

書
跡
二
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
）。
島
谷
弘
幸
解
説

二
五
一
～
二
五
五
頁
、
図
版
一
〇
八
～
一
一
七
「
和
歌
懐
紙
・
詩
懐
紙
張
交
屏
風
」。

（
2
）	

二
〇
二
四
年
三
月
十
二
日
（
火
）
～
五
月
十
二
日
（
日
）
開
催
の
当
館
開
館
記
念
展
「
皇
室
の
み

や
び
─
受
け
継
ぐ
美
─
」
第
三
期
「
近
世
の
御
所
を
飾
っ
た
品
々
」
の
後
期
展
示
に
て
公
開
さ
れ

た
。
四
十
八
葉
す
べ
て
の
図
版
は
同
展
図
録
『
近
世
の
御
所
を
飾
っ
た
品
々
』
三
十
三
頁
に
て
初

掲
載
と
な
っ
た
。

（
3
）	

平
林
盛
得
「
近
衞
家
煕
の
書
業
の
世
界
」『
近
衞
家
煕
─
風
雅
の
探
求
』（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館

展
覧
会
図
録
二
五
、二
〇
〇
一
年
）
に
て
、
明
治
十
一
年
に
近
衞
家
よ
り
献
上
さ
れ
た
う
ち
、
当

館
収
蔵
作
品
の
件
数
が
二
十
六
件
と
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
絵
画
作
品
一
件
「
小
野
道
風
像
」

（
伝
頼
寿
）
を
含
む
。『
陽
明
文
庫
創
立
七
〇
周
年
記
念
特
別
展　

宮
廷
の
み
や
び
─
近
衞
家

一
〇
〇
〇
年
の
名
宝
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
）
に
て
そ
れ
ら
二
十
六
件
が
紹
介
さ

れ
た
。
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
恩
賜
録
（
別
冊
）』
に
、
明
治
十
一
年
八
月
十
九
日
に
近

衞
忠
煕
よ
り
献
上
さ
れ
た
作
品
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
二
十
六
件
は
い
ず
れ
も
そ
の
う
ち
の
作
品

で
あ
る
。

（
4
）	『
続
史
愚
抄
』（
黒
板
勝
美
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

第
一
四
巻
、
一
五
巻
』
国
史
大
系
刊
行

会
、
一
九
三
一
年
）、
井
上
宗
雄
監
修
『
公
宴
続
歌
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
主
と
し
て

参
照
し
、
出
典
を
記
し
た
。
ま
た
、
島
村
芳
宏
「
公
宴
和
歌
会
題
抄
」『
宸
翰
─
近
衛
家
伝
世
・

陽
明
文
庫
の
名
蹟
─
』（
茶
道
資
料
館
、
一
九
九
〇
年
）
に
は
詠
題
等
が
一
覧
に
さ
れ
て
お
り
、

合
わ
せ
て
確
認
し
た
。

（
5
）	

註
（
4
）
前
掲
書
『
公
宴
続
歌
』
所
載
。
②
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料　

第

一
二
編
三
七
』（
東
京
大
学
、
一
九
五
五
年
）
四
一
頁
。

（
6
）	「
寄
松
祝
」
の
題
で
、
雅
春
は
「
き
み
も
ひ
と
も
け
ふ
を
ま
ち
え
て
い
は
ふ
也
か
ね
て
ち
と
せ
を

松
の
こ
と
の
は
」
と
詠
ん
で
い
る
。『
豊
鑑
巻
三
』（『
群
書
類
従　

新
校　

第
一
六
巻
）』
内
外
書

籍
、
一
九
二
八
年
。

（
7
）	『
続
史
愚
抄
』
同
年
正
月
二
十
五
日
条
に
「
関
白
秀
吉
。
家
和
歌
会
始
。
題
。
梅
有
佳
色
。」
と
見

え
る
が
、
こ
れ
は
「
天
正
十
六
年
聚
楽
亭
御
会
御
歌
」
と
し
て
『
続
々
群
書
類
従　

第
一
四
』

（
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
〇
年
）
に
記
載
が
あ
る
。「
梅
有
佳
色
」
の
題
で
、
秀
吉
、
一
条
内

基
、
二
条
昭
実
、
近
衞
信
尹
、
今
出
川
晴
季
、
飛
鳥
井
雅
春
、
藪
公
遠
、
勧
修
寺
晴
豊
、
中
山
親

綱
、
日
野
輝
資
、
持
明
院
基
孝
、
広
橋
兼
勝
、
高
倉
永
孝
、
飛
鳥
井
雅
継
、
蜂
屋
頼
隆
、
聖
護
院

道
隆
、
大
覚
寺
尊
信
、
細
川
玄
旨
（
幽
斎
）、
施
薬
院
全
宗
、
前
田
玄
以
、
里
村
紹
巴
が
参
加
し

た
も
の
。
雅
春
は
「
色
も
か
も
猶
咲
き
ま
さ
れ
こ
と
し
よ
り
春
し
り
そ
む
る
宿
の
梅
か
枝
」
と
詠

ん
で
い
る
。

（
8
）	

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
四
親
王
家
実
録
』
が
影
印
さ
れ
る
『
貞
清
親
王
実
録　

一
』（
吉

岡
眞
之
・
藤
井
譲
治
・
岩
壁
義
光
監
修
『
伏
見
宮
実
録　

第
八
巻
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
五

年
）
参
照
。『
言
経
卿
記
』
に
、「
慶
長
十
年
十
二
月
廿
四
日
甲
子
、
晴
、
烏（

光
広
）

丸
弁
使
島
田
下
野
来

了
談
合
事
有
之
、
伝
聞
伏
見
殿
御
児
御
方
御
元
服
也
、
御
加
冠
者
八
条
殿
也
、
先
例
者
二（

昭
実
）

条
殿
也

云
々
、
著
座
花（

定

煕

）

山
院
大
納
言
、
持（

基

孝

）

明
院
中
納
言
、
鷲（

隆

尚

）

尾
宰
相
、
理
髪
光（

烏
丸
）広

朝
臣
、
役
送
六
位
蔵
人

二
人
等
也
云
々
、」、『
時
慶
卿
記
』
に
「
慶
長
十
年
十
二
月
廿
四
日
、
伏
見
殿
御
方
御
所
御
元

服
、
加
冠
八
条
殿
、
御
供
時
直
勤
候
、
理
髪
烏
丸
弁
光
広
朝
臣
ト
、
其
外
役
者
伏
見
殿
着
座
、
花

山
大
納
言
定
煕
卿
、
持
明
院
中
納
言
基
孝
卿
、
鷲（

隆

尚

）

尾
宰
相
以
上
、
カ
イ
添
ニ
飛（

雅

庸

）

鳥
井
宰
相
ト
、
役

者
則
源
少
将
重（

庭
田
）定

朝
臣
、
ユ
マ
リ
ツ
キ
持
明
少
将
基
久
、
打
乱
筥
高（

永
慶
）倉

ト
、
花

（
花
山
院
忠
長
）

山
太
刀
持
参

ト
、
不
可
為
例
、
一
興
々
々
、」
と
見
え
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

（
9
）	

足
し
紙
が
あ
る
も
の
は
別
表
「
足
し
紙
含
寸
法
」
欄
に
記
し
た
。
⑮
飛
鳥
井
雅
春
の
懐
紙
に
は
、

地
に
も
足
し
紙
が
あ
る
。

（
10
）	

阪
正
臣
『
書
道
講
座
』
第
七
、
雄
山
閣
、
一
九
三
〇
年

（
11
）	

本
居
豊
頴
監
修
・
室
松
岩
雄
編
『
歌
学
文
庫
』
第
八
、
法
文
館
、
一
九
一
三
年

（
12
）	
小
松
茂
美
「
日
本
書
流
全
史　

二
」『
小
松
茂
美
著
作
集
』
第
十
六
巻
（
旺
文
社
、
一
九
九
九
年
）

三
三
三
頁
。
同
書
は
同
氏
の
『
日
本
書
流
全
史
』（
講
談
社
、
一
九
七
〇
年
）
を
修
正
し
た
も
の
。

（
13
）	

註
（
12
）
前
掲
書
、
四
三
五
～
四
七
一
頁
。

（
14
）	

渡
部
清
『
影
印
日
本
の
書
流
』（
柏
書
房
、
一
九
八
二
年
）
三
頁
に
、
前
掲
註
（
13
）
で
小
松
氏

の
示
し
た
七
本
を
挙
げ
、「
大
略
書
風
の
似
て
い
る
人
々
を
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
の
様
式
・
書

風
の
創
始
者
の
名
を
そ
れ
に
つ
け
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ

分
け
と
い
う
作
業
は
実
に
む
ず
か
し
く
、
同
一
人
物
が
な
か
な
か
一
つ
に
決
め
が
た
く
二
つ
三
つ



55

の
書
流
に
登
場
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。（
略
）
同
一
人
物
で
も
書
の
様
式
が
年
代
と
と
も
に

変
化
発
展
し
て
い
く
場
合
が
あ
ろ
う
し
、
同
時
代
に
様
々
の
様
式
の
書
を
書
き
こ
な
せ
る
器
用
な

人
物
も
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
人
物
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
あ
て
は
め
よ
う
と
す
る
の
は
大
変
む
ず

か
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
15
）	

大
道
寒
溪
「
持
明
院
流
入
木
道
」（『
美
術
・
工
芸
』
十
六
、一
九
四
三
年
）
に
詳
し
い
。
同
十
三

頁
に
、「
文
禄
四
年
八
月
十
六
日
」
の
烏
丸
光
広
に
よ
る
誓
約
状
が
影
印
さ
れ
る
。
光
広
は
十
七

歳
で
あ
る
。
本
屏
風
所
収
懐
紙
も
そ
の
頃
の
も
の
で
あ
り
、
光
広
の
早
い
時
期
の
作
品
と
な
る
。

（
16
）	

烏
丸
光
広
の
書
風
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
小
松
茂
美
『
烏
丸
光
広　

解
説
篇
』（
小
学
館
、

一
九
八
二
年
）
五
〇
頁
に
、
十
六
～
二
十
代
半
ば
を
持
明
院
流
、
二
十
代
半
ば
～
四
十
代
半
ば
を

光
悦
流
、
四
十
代
半
ば
～
五
十
歳
を
定
家
流
、
五
十
～
六
十
歳
を
光
広
流
と
い
う
よ
う
に
光
広
の

六
十
年
の
書
歴
を
分
類
し
て
い
る
。

（
17
）	

函
架
番
号
：
伏
・
六
八
六
。
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ムhttps://shoryobu.

kunaicho.go.jp/

（
二
〇
二
四
年
十
一
月
二
十
四
日
最
終
閲
覧
）。
第
一
巻
「
貞
清
親
王
懐
紙
御
詠

草
〈
自
、
元
和
九
年
正
月
／
至
承
応
二
年
正
月
〉」
に
は
一
首
懐
紙
の
み
二
十
葉
、
第
二
巻
「
貞

清
親
王
懐
紙
御
詠
草
〈「
春
日
詠
毎
年
愛
梅
和
歌
」
よ
り
〉
二
」
に
は
一
首
懐
紙
十
八
葉
、
三
首

懐
紙
一
葉
の
計
十
九
葉
、
第
三
巻
「
貞
清
親
王
懐
紙
御
詠
草
〈「
重
陽
詠
籬
菊
如
雪
和
歌
」
よ
り
〉

三
」
に
は
一
首
懐
紙
十
五
葉
と
下
絵
の
あ
る
料
紙
に
散
ら
し
書
き
さ
れ
た
和
歌
一
葉
、
第
四
巻

「
貞
清
親
王
懐
紙
御
詠
草
〈
自
慶
長
十
六
年
正
月
／
寛
永
三
年
正
月
〉」
に
は
書
き
込
み
の
多
い
詠

草
が
収
め
ら
れ
る
。
田
代
圭
一
『
人
と
書
と　

二　

歴
史
人
の
直
筆
』（
新
典
社
、
二
〇
一
八
年
）

一
九
二
～
一
九
五
頁
に
、
第
二
巻
の
う
ち
の
一
葉
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
一
葉
は
本
屏
風
所
収
の
貞

清
親
王
の
懐
紙
の
控
え
に
は
あ
た
ら
な
い
も
の
の
、「
現
物
は
和
歌
御
会
に
提
出
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
、
伏
見
宮
家
に
伝
わ
っ
た
本
書
は
そ
の
控
え
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
丁
寧
な
筆
致
か

ら
は
本
番
さ
な
が
ら
に
書
い
た
も
の
と
見
な
し
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。」
と
さ
れ
る
。

（
18
）	

函
架
番
号
：
伏
・
一
八
〇
。
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ムhttps://shoryobu.

kunaicho.go.jp/

（
二
〇
二
四
年
十
一
月
二
十
四
日
最
終
閲
覧
）。
第
六
冊
の
元
和
七
年

（
一
六
二
一
）
参
照
。

（
19
）	

註
（
4
）
前
掲
書
、
井
上
宗
雄
『
公
宴
続
歌
』
序
文
。

謝
辞本

稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
島
谷
弘
幸
当
館
館
長
に
ご
指
導
を
賜
り
、
紙
質
分
類
は
文
化
庁
参
事
官

（
生
活
文
化
創
造
担
当
）
付
地
方
展
開
企
画
調
整
官
・
地
主
智
彦
氏
に
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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通番 左右
別順 懐紙種別 端作（翻字） 位署（翻字） 筆者名 詩歌（翻字） 時代・世紀 寸法 足し紙

含寸法 紙質 会種別 主催 題者 奉行 その他諸役や参加者 出典

1 右1 和歌懐紙 重九詠籬菊新綻／
倭歌 中務卿貞敦親王 貞敦親王

（伏見宮）
菊のみの色香なり／けりなか月や秋を／ときな
るはなのま／かきは

室町時代・大永7年
（1527） 9月9日 36. 6×51. 5 ─ 強杉原紙 詩歌御会（重陽） 後奈良天皇

後奈良天皇、貞敦親王、三条実香、大炊御門経名、小倉季種、
東坊城和長、三条西公条、勧修寺尚顕、四条隆永、中山康親、
三条公頼、下冷泉為孝、四辻公音、正親町実胤、鷲尾隆康、
五条為学、万里小路秀房、中院通胤、庭田重親、柳原資定、
三条西実枝（実世）、高倉範久、勧修寺尹豊、薄以緒

続史愚抄（二水記）、公
宴続歌（19707）

2 右 2 和歌懐紙 春日詠対亀争齢／
和歌 兵部卿貞清親王 貞清親王

（伏見宮）
池の面のみなそこ／かけてすむ亀のお／なしよ
はひや君に／契らむ

江戸時代・元和7年
（1621）1月19日 36. 8×51. 4 ─ 大高檀紙 和歌御会始 後水尾天皇 上冷泉為頼

読師：三条西実条
講師：烏丸光賢
講頌、発声：五辻之仲
京都御所東山御文庫記録甲百九十二公宴御会始
禁中御会　元和七年正月十九日　禁裏御会始
後水尾天皇、近衞信尋、智仁親王、貞清親王、尊純法親王、
最胤（梶井）、三条西実条、中御門資胤、日野資勝、烏丸光広、
広橋総光、今出川宣季、正親町三条実有、中御門宣衡、阿野
実顕、清閑寺共房、日野光慶、中院通村、西洞院時慶、広橋
兼賢、柳原業光、白川雅朝、水無瀬氏成、五辻之仲、西洞院
時直、正親町季俊、烏丸光賢、高倉永慶、飛鳥井雅胤、上冷
泉為頼、高倉嗣良、北畠親顕、五条為適、綾小路高有、山科
言総、阿野公業、白川雅陳

続史愚抄、涼源院記、
禁中御会（大日本史料）

3 右 3 和歌懐紙 春日詠毎山有春／
和歌 式部卿智仁親王

智仁親王
（八条宮のちの桂
宮）

こゝのへの四方の山／かせ春めくやおさ／まれ
る世の声にふ／くらむ

江戸時代・元和8年
（1622）1月19日 37. 5×51. 5 ─ 大高檀紙 和歌御会始 後水尾天皇 三条西実条

読師：中御門資胤
講師：正親町季俊
講頌、発声：四辻季継

続史愚抄

4 右 4 和歌懐紙 詠毎秋愛菊／和歌 沙門守理 守理法親王
（仁和寺）

秋毎のまかきに／馴てしら菊は霜／より後もあ
かぬ／色かな

室町～江戸時代・
16～17世紀 36. 8×51. 5 ─ 大高檀紙 （重陽）

5 右 5 和歌懐紙 詠初春松／和歌 常胤 常胤法親王
（妙法院）

きみか代のあらた／まる春に松も猶今／一しほ
の色を見／すらむ

安土桃山時代・天正
15年（1587） 1月19
日

36. 6×51. 4 ─ 大高檀紙 和歌御会始 後陽成天皇 飛鳥井雅継 講師：飛鳥井雅継 続史愚抄

6 右 6 和歌懐紙 詠終日翫菊／倭歌 興意 興意法親王
（聖護院、照高院）

春日にもあかれんも／のかけふはわきてめか／
れぬきくの花のうへ／のつゆ

江戸時代・元和 4年
（1618） 9月9日 36. 6×51. 5 ─ 大高檀紙 重陽和歌御会 後水尾天皇 三条西（実条）、上冷泉（為満）、内少将、庭田（重秀）等 時慶卿記、言緒卿記

7 右 7 和歌懐紙 詠終日翫菊／倭歌 尊朝 尊朝法親王
（青蓮院）

出る日のひかりを／そへて暮るまて玉／しく庭
の菊の上／のつゆ

安土桃山時代・天正
4年（1576） 9月 9
日

36. 7×51. 5 ─ 大高檀紙 和歌御会（重陽） 正親町天皇 山科言継 続史愚抄

8 右 8 和歌懐紙 詠月照菊花／和歌 尊純 尊純法親王
（青蓮院）

咲ましるまかきの／きくの色々をわ／かつはか
りにてらす／月かけ 江戸時代・17世紀 36. 7×51. 5 ─ 大高檀紙 （重陽）

9 右 9 和歌懐紙 詠乞巧奠和哥 沙門道什 道永入道親王
（仁和寺、上乗院）

祈るてふ君かねか／ひの糸竹もしら／へかはら
ぬ星あひ／のそら

室町時代・16世紀
（永正14年（1517） 7
月7日もしくは享禄
2年（1529） 7月 7
日）

34. 7×51. 5 36. 7×51. 5 強杉原紙 詩歌御会または和
歌御会（七夕）

後柏原天皇もしく
は後奈良天皇 続史愚抄

10 右10 和歌懐紙 春日同詠毎山／有
春和歌 権大納言藤原公頼 三条公頼 春の色やけに物／ことにしら雪ののこ／るやま

なき四方の／空かな
室町時代・天文元年
（1532）1月19日 34. 2×51. 5 36. 7×51. 5 強杉原紙 和歌御会始 後奈良天皇

読師：三条西公条
講師：四条隆重
講頌：鷲尾隆康

11 右11 和歌懐紙 夏日同詠餘花／似
春和歌 権中納言藤原公仲 正親町三条公仲 陰ふかきあを葉の／なかにさき出て今／もや春

のはなと見／すらむ
安土桃山時代・文禄
2年（1593） 4月 2
日

33. 8×44. 8 36. 5×51. 4 大高檀紙 和歌御会始 後陽成天皇 後陽成天皇 中山親綱

12 右12 詩懐紙
九月九日同賦菊英
／裛露一首〈使用
清／字〉

権中納言藤原實世 三条西実枝（実
世）

黄花新發幾藍々含／露裛光餘滴清籬外／潺湲
晴後水日精愈曜／月英明 室町時代・16世紀 34. 8×51. 5 36. 7×51. 5 強杉原紙 （重陽）

13 右13 和歌懐紙 春日同詠梅近聞鴬
／和歌 権大納言藤原實條 三条西実条 梅かえのにほひを／友とうくひすもまや／のあ

まりにこゑもら／すらし 江戸時代・17世紀 36. 6×51. 5 ─ 大高檀紙 （歌会始）

14 右14 和歌懐紙 春日同詠花光契／
万年和歌 左衛門督藤原雅綱 飛鳥井雅綱 雲のうへに光を／そへてよろつ代の／春まちえ

たる花／のいろかな
室町時代・天文 5年
（1536） 2月5日 33. 7×50. 2 36. 7×51. 4 強杉原紙 公宴御会始 後奈良天皇 再昌草

15 右15 和歌懐紙 元日陪和謌所同詠
／梅有佳色倭歌 正二位藤原雅春 飛鳥井雅春 年へてもみさほの／まつに色そへて／千世を十

かへりさく／やこのはな
安土桃山時代・16世
紀 30. 7×42. 0 36. 5×51. 4 杉原紙 （歌会始）

16 右16 和歌懐紙 七夕同詠耿々星河
／欲曙天和歌

左近衛権中将藤原
雅継

飛鳥井雅庸（雅
継）

七夕のなこりを／しはししたへとや／またあけ
はてぬよこ／くものそら

安土桃山時代・16世
紀 36. 7×51. 4 ─ 大高檀紙 （七夕）

17 右17 和歌懐紙 春日同詠竹不改色
／和謌 権大納言源雅行 庭田雅行 友とのみきみか御／かきの竹の葉にか／はらぬ

色の千代そこ／もれる
室町時代・文明16年
（1484）1月7日 34. 3×48. 7 36. 5×51. 4 檀紙 禁裏内々御会始 後土御門天皇 言国詠草（私家集大成

6）

18 右18 和歌懐紙 秋日同詠七夕言志
／和哥

右近衛権少将源重
經 庭田重経 君か代の行すゑ／いのる手向をは二／のほしも

わきてう／くらむ
室町時代・文明17年
（1485） 7月7日 33. 6×51. 4 36. 7×51. 4 檀紙 和歌御会（七夕） 後土御門天皇

後土御門天皇、勝仁親王（のちの後柏原天皇）、阿古丸、邦高
親王、信量、通秀、教秀、雅行、高清、親長、宣胤、宗綱、
広光、公兼、三条西実隆、教国、忠富、季経、基綱、為広、
俊量、季経、言国、千地丸、元長、以量、賢房、庭田重経、
唐橋在数、五辻富仲、道永入道親王、覚胤入道親王、宗山等
貴

続史愚抄、公宴続歌
（04372）

19 右19 詩懐紙
九月九日同賦金菊
如／沸詩〈使用香
／字〉

権中納言源重親 庭田重親 御愛於花情不常／内園深處幾秋霜黄金／若闘
薫天富恐是人間／减徳香

室町時代・天文元年
（1532） 9月9日 34. 0×51. 4 36. 7×51. 4 強杉原紙 御会（重陽） 後奈良天皇 続史愚抄

20 右20 和歌懐紙 春日同詠幸逢泰平
／代和歌 中納言藤原基孝 持明院基孝 君か代は枝をなら／さぬ春風にとき／えてはな

もにほふ／梅かゝ
安土桃山時代・慶長
5年（1600） 1月16
日

36. 7×51. 5 ─ 檀紙 （御会始） 後陽成天皇

後陽成天皇、知仁親王（のちの後奈良天皇）、邦房親王、近
衞信尹、菊亭晴季、勧修寺晴豊、烏丸光宣、日野輝資、広橋
兼勝、万里小路充房、兼成、持明院基孝、山科言経、東坊城
盛長、中山慶親、頼宣、中御門資胤、高倉永孝、白川雅朝、
三条公広、飛鳥井雅庸、日野資勝、勧修寺光豊、三条西実条、
為経、園基継、烏丸光広、五辻元仲、氏成、庭田重定、為親、
経遠、広橋総光、四辻季継、富小路秀直、資俊、園基任、雅
賢、教利、道澄、常胤法親王、空性法親王、道勝法親王、最
胤法親王、良恕法親王、素然（中院通勝）

公宴続歌（24139）

21 右21 和歌懐紙 詠花契遐年和歌 左近中将基継 園基継 いろも香も猶やそ／はむとゆく末の春／にさく
へき花をしそ／おもふ

安土桃山時代・16世
紀 34. 0×45. 7 36. 7×51. 5 大高檀紙 （歌会始）

22 右22 詩懐紙
春日同賦毎春山献
／壽一首〈題中取
／韻〉

左近衛権少将藤原
範久 高倉範久 翠峯献壽近天顔／影入珠簾似列斑万歳／三呼

風不動悠然花下／仰南山
室町時代・永正15年
（1518）1月29日 36. 8×51. 5 ─ 強杉原紙 内裡詩御会始 後柏原天皇 貞敦親王御日記

23 右23 和歌懐紙 春日同詠梅有佳色
／和歌 参議藤原永宣 高倉永宣 さきそめてのこる／千種の色まても／見るへき

春と匂／梅か枝
室町時代・永正 4年
（1507）1月19日 34. 5×51. 4 36. 5×51. 4 強杉原紙 和歌御会始 後柏原天皇 後柏原天皇 甘露寺元長

読師：三条西実隆
講師：三条西公条
講頌、発声：冷泉政為

続史愚抄
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通番 左右
別順 懐紙種別 端作（翻字） 位署（翻字） 筆者名 詩歌（翻字） 時代・世紀 寸法 足し紙

含寸法 紙質 会種別 主催 題者 奉行 その他諸役や参加者 出典

1 右1 和歌懐紙 重九詠籬菊新綻／
倭歌 中務卿貞敦親王 貞敦親王

（伏見宮）
菊のみの色香なり／けりなか月や秋を／ときな
るはなのま／かきは

室町時代・大永7年
（1527） 9月9日 36. 6×51. 5 ─ 強杉原紙 詩歌御会（重陽） 後奈良天皇

後奈良天皇、貞敦親王、三条実香、大炊御門経名、小倉季種、
東坊城和長、三条西公条、勧修寺尚顕、四条隆永、中山康親、
三条公頼、下冷泉為孝、四辻公音、正親町実胤、鷲尾隆康、
五条為学、万里小路秀房、中院通胤、庭田重親、柳原資定、
三条西実枝（実世）、高倉範久、勧修寺尹豊、薄以緒

続史愚抄（二水記）、公
宴続歌（19707）

2 右 2 和歌懐紙 春日詠対亀争齢／
和歌 兵部卿貞清親王 貞清親王

（伏見宮）
池の面のみなそこ／かけてすむ亀のお／なしよ
はひや君に／契らむ

江戸時代・元和7年
（1621）1月19日 36. 8×51. 4 ─ 大高檀紙 和歌御会始 後水尾天皇 上冷泉為頼

読師：三条西実条
講師：烏丸光賢
講頌、発声：五辻之仲
京都御所東山御文庫記録甲百九十二公宴御会始
禁中御会　元和七年正月十九日　禁裏御会始
後水尾天皇、近衞信尋、智仁親王、貞清親王、尊純法親王、
最胤（梶井）、三条西実条、中御門資胤、日野資勝、烏丸光広、
広橋総光、今出川宣季、正親町三条実有、中御門宣衡、阿野
実顕、清閑寺共房、日野光慶、中院通村、西洞院時慶、広橋
兼賢、柳原業光、白川雅朝、水無瀬氏成、五辻之仲、西洞院
時直、正親町季俊、烏丸光賢、高倉永慶、飛鳥井雅胤、上冷
泉為頼、高倉嗣良、北畠親顕、五条為適、綾小路高有、山科
言総、阿野公業、白川雅陳

続史愚抄、涼源院記、
禁中御会（大日本史料）

3 右 3 和歌懐紙 春日詠毎山有春／
和歌 式部卿智仁親王

智仁親王
（八条宮のちの桂
宮）

こゝのへの四方の山／かせ春めくやおさ／まれ
る世の声にふ／くらむ

江戸時代・元和8年
（1622）1月19日 37. 5×51. 5 ─ 大高檀紙 和歌御会始 後水尾天皇 三条西実条

読師：中御門資胤
講師：正親町季俊
講頌、発声：四辻季継

続史愚抄

4 右 4 和歌懐紙 詠毎秋愛菊／和歌 沙門守理 守理法親王
（仁和寺）

秋毎のまかきに／馴てしら菊は霜／より後もあ
かぬ／色かな

室町～江戸時代・
16～17世紀 36. 8×51. 5 ─ 大高檀紙 （重陽）

5 右 5 和歌懐紙 詠初春松／和歌 常胤 常胤法親王
（妙法院）

きみか代のあらた／まる春に松も猶今／一しほ
の色を見／すらむ

安土桃山時代・天正
15年（1587） 1月19
日

36. 6×51. 4 ─ 大高檀紙 和歌御会始 後陽成天皇 飛鳥井雅継 講師：飛鳥井雅継 続史愚抄

6 右 6 和歌懐紙 詠終日翫菊／倭歌 興意 興意法親王
（聖護院、照高院）

春日にもあかれんも／のかけふはわきてめか／
れぬきくの花のうへ／のつゆ

江戸時代・元和 4年
（1618） 9月9日 36. 6×51. 5 ─ 大高檀紙 重陽和歌御会 後水尾天皇 三条西（実条）、上冷泉（為満）、内少将、庭田（重秀）等 時慶卿記、言緒卿記

7 右 7 和歌懐紙 詠終日翫菊／倭歌 尊朝 尊朝法親王
（青蓮院）

出る日のひかりを／そへて暮るまて玉／しく庭
の菊の上／のつゆ

安土桃山時代・天正
4年（1576） 9月 9
日

36. 7×51. 5 ─ 大高檀紙 和歌御会（重陽） 正親町天皇 山科言継 続史愚抄

8 右 8 和歌懐紙 詠月照菊花／和歌 尊純 尊純法親王
（青蓮院）

咲ましるまかきの／きくの色々をわ／かつはか
りにてらす／月かけ 江戸時代・17世紀 36. 7×51. 5 ─ 大高檀紙 （重陽）

9 右 9 和歌懐紙 詠乞巧奠和哥 沙門道什 道永入道親王
（仁和寺、上乗院）

祈るてふ君かねか／ひの糸竹もしら／へかはら
ぬ星あひ／のそら

室町時代・16世紀
（永正14年（1517） 7
月7日もしくは享禄
2年（1529） 7月 7
日）

34. 7×51. 5 36. 7×51. 5 強杉原紙 詩歌御会または和
歌御会（七夕）

後柏原天皇もしく
は後奈良天皇 続史愚抄

10 右10 和歌懐紙 春日同詠毎山／有
春和歌 権大納言藤原公頼 三条公頼 春の色やけに物／ことにしら雪ののこ／るやま

なき四方の／空かな
室町時代・天文元年
（1532）1月19日 34. 2×51. 5 36. 7×51. 5 強杉原紙 和歌御会始 後奈良天皇

読師：三条西公条
講師：四条隆重
講頌：鷲尾隆康

11 右11 和歌懐紙 夏日同詠餘花／似
春和歌 権中納言藤原公仲 正親町三条公仲 陰ふかきあを葉の／なかにさき出て今／もや春

のはなと見／すらむ
安土桃山時代・文禄
2年（1593） 4月 2
日

33. 8×44. 8 36. 5×51. 4 大高檀紙 和歌御会始 後陽成天皇 後陽成天皇 中山親綱

12 右12 詩懐紙
九月九日同賦菊英
／裛露一首〈使用
清／字〉

権中納言藤原實世 三条西実枝（実
世）

黄花新發幾藍々含／露裛光餘滴清籬外／潺湲
晴後水日精愈曜／月英明 室町時代・16世紀 34. 8×51. 5 36. 7×51. 5 強杉原紙 （重陽）

13 右13 和歌懐紙 春日同詠梅近聞鴬
／和歌 権大納言藤原實條 三条西実条 梅かえのにほひを／友とうくひすもまや／のあ

まりにこゑもら／すらし 江戸時代・17世紀 36. 6×51. 5 ─ 大高檀紙 （歌会始）

14 右14 和歌懐紙 春日同詠花光契／
万年和歌 左衛門督藤原雅綱 飛鳥井雅綱 雲のうへに光を／そへてよろつ代の／春まちえ

たる花／のいろかな
室町時代・天文 5年
（1536） 2月5日 33. 7×50. 2 36. 7×51. 4 強杉原紙 公宴御会始 後奈良天皇 再昌草

15 右15 和歌懐紙 元日陪和謌所同詠
／梅有佳色倭歌 正二位藤原雅春 飛鳥井雅春 年へてもみさほの／まつに色そへて／千世を十

かへりさく／やこのはな
安土桃山時代・16世
紀 30. 7×42. 0 36. 5×51. 4 杉原紙 （歌会始）

16 右16 和歌懐紙 七夕同詠耿々星河
／欲曙天和歌

左近衛権中将藤原
雅継

飛鳥井雅庸（雅
継）

七夕のなこりを／しはししたへとや／またあけ
はてぬよこ／くものそら

安土桃山時代・16世
紀 36. 7×51. 4 ─ 大高檀紙 （七夕）

17 右17 和歌懐紙 春日同詠竹不改色
／和謌 権大納言源雅行 庭田雅行 友とのみきみか御／かきの竹の葉にか／はらぬ

色の千代そこ／もれる
室町時代・文明16年
（1484）1月7日 34. 3×48. 7 36. 5×51. 4 檀紙 禁裏内々御会始 後土御門天皇 言国詠草（私家集大成

6）

18 右18 和歌懐紙 秋日同詠七夕言志
／和哥

右近衛権少将源重
經 庭田重経 君か代の行すゑ／いのる手向をは二／のほしも

わきてう／くらむ
室町時代・文明17年
（1485） 7月7日 33. 6×51. 4 36. 7×51. 4 檀紙 和歌御会（七夕） 後土御門天皇

後土御門天皇、勝仁親王（のちの後柏原天皇）、阿古丸、邦高
親王、信量、通秀、教秀、雅行、高清、親長、宣胤、宗綱、
広光、公兼、三条西実隆、教国、忠富、季経、基綱、為広、
俊量、季経、言国、千地丸、元長、以量、賢房、庭田重経、
唐橋在数、五辻富仲、道永入道親王、覚胤入道親王、宗山等
貴

続史愚抄、公宴続歌
（04372）

19 右19 詩懐紙
九月九日同賦金菊
如／沸詩〈使用香
／字〉

権中納言源重親 庭田重親 御愛於花情不常／内園深處幾秋霜黄金／若闘
薫天富恐是人間／减徳香

室町時代・天文元年
（1532） 9月9日 34. 0×51. 4 36. 7×51. 4 強杉原紙 御会（重陽） 後奈良天皇 続史愚抄

20 右20 和歌懐紙 春日同詠幸逢泰平
／代和歌 中納言藤原基孝 持明院基孝 君か代は枝をなら／さぬ春風にとき／えてはな

もにほふ／梅かゝ
安土桃山時代・慶長
5年（1600） 1月16
日

36. 7×51. 5 ─ 檀紙 （御会始） 後陽成天皇

後陽成天皇、知仁親王（のちの後奈良天皇）、邦房親王、近
衞信尹、菊亭晴季、勧修寺晴豊、烏丸光宣、日野輝資、広橋
兼勝、万里小路充房、兼成、持明院基孝、山科言経、東坊城
盛長、中山慶親、頼宣、中御門資胤、高倉永孝、白川雅朝、
三条公広、飛鳥井雅庸、日野資勝、勧修寺光豊、三条西実条、
為経、園基継、烏丸光広、五辻元仲、氏成、庭田重定、為親、
経遠、広橋総光、四辻季継、富小路秀直、資俊、園基任、雅
賢、教利、道澄、常胤法親王、空性法親王、道勝法親王、最
胤法親王、良恕法親王、素然（中院通勝）

公宴続歌（24139）

21 右21 和歌懐紙 詠花契遐年和歌 左近中将基継 園基継 いろも香も猶やそ／はむとゆく末の春／にさく
へき花をしそ／おもふ

安土桃山時代・16世
紀 34. 0×45. 7 36. 7×51. 5 大高檀紙 （歌会始）

22 右22 詩懐紙
春日同賦毎春山献
／壽一首〈題中取
／韻〉

左近衛権少将藤原
範久 高倉範久 翠峯献壽近天顔／影入珠簾似列斑万歳／三呼

風不動悠然花下／仰南山
室町時代・永正15年
（1518）1月29日 36. 8×51. 5 ─ 強杉原紙 内裡詩御会始 後柏原天皇 貞敦親王御日記

23 右23 和歌懐紙 春日同詠梅有佳色
／和歌 参議藤原永宣 高倉永宣 さきそめてのこる／千種の色まても／見るへき

春と匂／梅か枝
室町時代・永正 4年
（1507）1月19日 34. 5×51. 4 36. 5×51. 4 強杉原紙 和歌御会始 後柏原天皇 後柏原天皇 甘露寺元長

読師：三条西実隆
講師：三条西公条
講頌、発声：冷泉政為

続史愚抄

表1　「和歌懐紙・詩懐紙貼交屏風」所収懐紙一覧
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通番 左右
別順 懐紙種別 端作（翻字） 位署（翻字） 筆者名 詩歌（翻字） 時代・世紀 寸法 足し紙

含寸法 紙質 会種別 主催 題者 奉行 その他諸役や参加者 出典

24 右24 和歌懐紙 秋日同詠星河秋久
／和歌 参議藤原永相 高倉永相 たえせしのあふ瀬は／千々の秋まてもおな／し

よるへの天の／河なみ
室町時代・永禄 8年
（1565） 7月7日 33. 2×49. 3 36. 5×51. 4 強杉原紙 和歌御会（七夕） 正親町天皇 続史愚抄

25 左 1 和歌懐紙 秋日詠七夕絲／倭
歌 右大臣信尋 近衞信尋 七夕の契も／たえん夏ひきの手／引の糸のなか

きた／めしに
江戸時代・元和3年
（1617） 7月7日 36. 7×51. 4 ─ 大高檀紙 和歌御会（七夕） 後水尾天皇 続史愚抄

26 左 2 和歌懐紙 秋日同詠織女契久
／和歌

左近衛権少将藤原
宣季

今出川経季（宣
季）

岩まくらかはすち／きりは羽衣のなつ／ともつ
きぬほし合／のそら

江戸時代・慶長16年
（1611） 7月7日 33. 8×48. 8 36. 8×51. 5 大高檀紙 和歌御会（七夕） 後水尾天皇 飛鳥井雅庸

詠進：柳原業光
後水尾天皇、知仁親王（のちの後奈良天皇）、貞清親王、鷹司
信尚、烏丸光宣、広橋兼勝、三条公広、三条西実条、中御門
資胤、日野資勝、西洞院時慶、白川雅朝、飛鳥井雅庸、為経、
烏丸光広、広橋総光、五辻元仲、正親町三条実有、庭田重定、
四辻季継、阿野実顕、上冷泉為満、富小路秀直、園基任、西
洞院時直、今出川宣季、万里小路孝房、中御門宣衡、中院通
村、山科言緒、清閑寺共房、高倉永慶、滋野井季吉（冬隆）、
広橋兼賢、白川顕成、柳原業光、舟橋秀賢、上冷泉為頼、常
胤法親王、興意法親王、最胤法親王、良恕法親王、尊純法親
王、日野輝資（知云）

続史愚抄、公宴続歌
（27472）

27 左 3 和歌懐紙 重陽同詠河邊菊花
／和歌 権中納言藤原季遠 四辻季遠 花やあらぬ岩ねの／きくのさきしより／とはに

なみこす秋の／河きし
室町時代・天文14年
（1545） 9月9日 35. 5×51. 5 36. 7×51. 5 強杉原紙 和歌御会（重陽） 後奈良天皇 勧修寺尹豊 続史愚抄

28 左 4 和歌懐紙 七夕同詠乞巧奠／
和歌

右近衛権中将藤原
實胤 正親町実胤 けふといへは雲ゐに／かさる玉琴のひかり／も

てるやほしあひ／のそら
室町時代・永正14年
（1517） 7月7日 34. 6×51. 4 36. 7×51. 4 強杉原紙 詩歌御会（七夕） 後柏原天皇 四辻季経已下殿上人等八人参仕 続史愚抄

29 左 5 和歌懐紙 春日同詠春色浮水
／和歌

左近衛権中将藤原
親綱 中山親綱 わかみとり松をう／つして池水のあゐ／よりい

つる春のひ／としほ
安土桃山時代・天正
5年（1577） 1月19
日

34. 5×51. 6 36. 6×51. 6 大高檀紙 和歌御会始 正親町天皇 続史愚抄

30 左 6 和歌懐紙 春日同詠春松契齢
／和歌 権中納言源通胤 中院通胤 千代ふへきよはひをかね／て松か枝にみさほ／

のはるは君そか／そへむ
室町時代・享禄 2年
（1529）1月19日 33. 7×51. 5 36. 6×51. 5 強杉原紙 和歌御会始 後奈良天皇

読師：三条西公条
講師：実世
講頌：飛鳥井雅綱。発声。

続史愚抄

31 左 7 詩懐紙
七夕同賦星河落簷
／詩〈以涼為／
韻〉

権中納言藤原元長 甘露寺元長 銀河迎夜蘸星光簷／外斜懸万丈長直覚／詩懐
洗残暑暁風吹送／玉階涼

室町時代・永正 8年
（1511） 7月7日 35. 2×50. 5 36. 6×51. 5 強杉原紙 詩歌御会（七夕） 後柏原天皇 東坊城和長

詩御会公宴：後柏原天皇、貞敦親王、三条西実隆、高辻長直、
甘露寺元長、中御門宣秀、東坊城和長、高辻章長、三条西公
条、中山康親、五条為学

続史愚抄、公宴続歌
（11212）

32 左 8 和歌懐紙 重陽同詠菊獨／秋
花和歌 権中納言藤原伊長 甘露寺伊長 おなし野の露より／さきてあきの菊千種／にま

さるいろ香を／そみる
室町時代・大永 4年
（1524） 9月9日 33. 7×50. 0 36. 7×51. 5 強杉原紙 公宴（重陽） 後柏原天皇 東坊城和長 再昌草

33 左 9 和歌懐紙 穐日同詠七夕草花
／和哥

蔵人頭右中辨藤原
尚顕 勧修寺尚顕 織女もこゝろそめ／よと手向をくなか／に色こ

き秋／萩の花
室町時代・永正 3年
（1506） 7月7日 33. 5×51. 5 36. 6×51. 5 強杉原紙 和歌御会（七夕） 後柏原天皇 甘露寺元長 続史愚抄

34 左10 和歌懐紙 秋日同詠七夕衣／
和歌 権中納言藤原晴右 勧修寺晴右 いく秋もふかきちき／りのたなはたに五百／機

ころもたむけに／そをる
安土桃山時代・元亀
3年（1572） 7月 7
日

36. 7×51. 5 ─ 大高檀紙 公宴詠進（七夕） 正親町天皇 権大納言言継卿集、雅
敦卿詠草

35 左11 和歌懐紙 秋日同詠織女風／
為扇和歌 権大納言藤原尹豊 勧修寺尹豊 雲霧もそらにきえ／つゝたなはたのこよひ／あ

ふきのかせやふ／くらむ 室町時代・16世紀 34. 7×51. 0 36. 6×51. 1 強杉原紙 （七夕）

36 左12 和歌懐紙 重陽同詠菊花／満
庭和歌 権中納言藤原共房 清閑寺共房 いろわけて枝はわ／かれすみたれつゝけふ／さ

くきくや九重／のには
江戸時代・元和7年
（1621） 9月9日 33. 5×44. 4 36. 7×51. 4 大高檀紙 和歌御会（重陽） 後水尾天皇 詠進：柳原業光 続史愚抄

37 左13 詩懐紙
重陽同賦菊有春／
叢花詩〈題中取／
韻〉

権中納言藤原宣秀 中御門宣秀 黄菊叢々始綻辰遶籬／胡蝶亦相親天工變／巧
牡丹色留與詩人／回照春

室町時代・永正 4年
（1507） 9月9日 34. 5×51. 5 36. 7×51. 5 強杉原紙 内裏御会（重陽） 後柏原天皇 宣胤卿記、再昌草

38 左14 和歌懐紙 秋日同詠菊花満／
庭和謌 権大納言藤原資勝 日野資勝 袖ことに折とも／さきし九重やひろ／きめくり

の庭のし／らきく
江戸時代・元和7年
（1621） 9月9日 36. 7×51. 4 ─ 大高檀紙 和歌御会（重陽） 後水尾天皇 詠進：柳原業光 続史愚抄

39 左15 和歌懐紙 秋日同詠七夕夜深
／和謌 権中納言藤原光慶 日野光慶 あふおりにふけ行／ころのうれしさもふた／つ

のほしのけふや／知らむ
江戸時代・元和5年
（1619） 7月7日 36. 7×51. 5 ─ 大高檀紙 和歌（七夕） 後水尾天皇

三条公広、中御門資胤、日野資勝、烏丸光広、広橋総光、今
出川宣季、正親町三条実有、四辻季継、中御門宣衡、阿野実
顕、清閑寺共房、日野光慶、中院通村、庭田重定、西洞院時
慶、白川雅朝、五辻之仲、山科言緒、新三位殿（西洞院時直）、
広橋兼賢、柳原業光、高倉永慶、飛鳥井雅胤、高倉嗣良、冷
泉中将（為頼）、竹屋光長、阿野公福、綾小路高有、五辻奉
仲など

言緒卿記

40 左16 和歌懐紙 春日詠風静花芳／
和歌 侍従總光 広橋総光 春風のしつけき／かたに枕かる夢／さへ花の香

にふる／るかな
安土桃山時代・16世
紀 33. 3×45. 3 36. 7×51. 5 大高檀紙 （歌会始）

41 左17 和歌懐紙 秋日同詠七夕琴／
和歌 正二位藤原淳光 柳原淳光 ちゝの秋のためし／にそひて玉ことの／たむけ

かはらぬ星合／のそら
安土桃山時代・16世
紀 33. 3×47. 5 36. 7×51. 5 大高檀紙 （七夕）

42 左18 和歌懐紙 秋日同詠七夕琴／
倭歌 権大納言藤原光宣 烏丸光宣 たま琴をしらへか／へして七夕の前／をこよひ

ひきやと／とめん
安土桃山～江戸時
代・16～17世紀 34. 2×51. 5 36. 7×51. 5 大高檀紙 （七夕）

43 左19 和歌懐紙 春日詠風静花／芳
和歌 左少辨光廣 烏丸光広 吹とてもさのみ／いとはし花をよきてに／ほひ

をちらす春の／夕かせ
安土桃山時代・16世
紀 33. 2×46. 0 36. 6×51. 5 大高檀紙 （歌会始）

44 左20 和歌懐紙 春日同詠毎山有／
春倭謌

蔵人頭左中辨藤原
光賢 烏丸光賢 やま姫のかすみの／にしき織はへて千里／もお

なし春はき／にけり
江戸時代・元和8年
（1622）1月19日 36. 6×51. 5 ─ 大高檀紙 和歌御会始 後水尾天皇 三条西実条

読師：中御門資胤
講師：季俊
講頌、発声：四辻季継

続史愚抄

45 左21 和歌懐紙 秋日同詠牛女年々
渡／和謌 権中納言藤原為満 上冷泉為満 よろつよもとしに／ひとよとちきりをきて／あく

るわひしきけふ／の星合
江戸時代・元和2年
（1616） 7月7日 36. 7×51. 5 ─ 大高檀紙 和歌御会（七夕） 後水尾天皇 飛鳥井雅庸 続史愚抄

46 左22 和歌懐紙 秋日同詠七夕植物
／和歌 兵部卿菅原為康 五条為康 うへしよりにはの／千草の花もけに／けふ七夕

の手向と／やさく 室町時代・16世紀 34. 5×51. 5 36. 7×51. 5 強杉原紙 （七夕）

47 左23 詩懐紙
七夕同賦七夕臨宮
池／詩〈題中取／
韻〉

大蔵卿菅原和長 東坊城和長 初月新涼星夕深池亭／開宴更登臨宮娃莫／笑
戚姫寵天上佳期／別古今

室町時代・永正12年
（1515） 7月7日 35. 0×51. 5 37. 0×51. 5 強杉原紙 七夕公宴 後柏原天皇 高辻章長 再昌草

48 左24 和歌懐紙 春日同詠松色浮池
／和歌 左馬頭源元仲 五辻之仲（元仲） かねてより千世を／うかへて松かけに波／のは

なさくはるの／池みつ
安土桃山時代・天正
16年（1588） 1月20
日

35. 0×48. 6 36. 5×51. 5 大高檀紙 禁裏御会始 後陽成天皇

読師：柳原淳光
講師：中山慶親
発声：飛鳥井雅春
後陽成天皇、邦房親王、守理法親王、尊朝法親王、常胤法親
王、菊亭晴季、徳大寺公維、飛鳥井雅春、柳原淳光、四辻公
遠、勧修寺晴豊、中山親綱、烏丸光宣、日野輝資、持明院基
孝、庭田重通、松木宗満、広橋兼勝、東坊城盛長、正親町三
条公仲、白川雅朝、高倉永孝、万里小路充房、中山慶親、五
条為経（為良）、四辻季満、雅継、五辻元仲、園基継、勧修
寺光豊、富小路秀直

公宴続歌（23811）
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通番 左右
別順 懐紙種別 端作（翻字） 位署（翻字） 筆者名 詩歌（翻字） 時代・世紀 寸法 足し紙

含寸法 紙質 会種別 主催 題者 奉行 その他諸役や参加者 出典

24 右24 和歌懐紙 秋日同詠星河秋久
／和歌 参議藤原永相 高倉永相 たえせしのあふ瀬は／千々の秋まてもおな／し

よるへの天の／河なみ
室町時代・永禄 8年
（1565） 7月7日 33. 2×49. 3 36. 5×51. 4 強杉原紙 和歌御会（七夕） 正親町天皇 続史愚抄

25 左 1 和歌懐紙 秋日詠七夕絲／倭
歌 右大臣信尋 近衞信尋 七夕の契も／たえん夏ひきの手／引の糸のなか

きた／めしに
江戸時代・元和3年
（1617） 7月7日 36. 7×51. 4 ─ 大高檀紙 和歌御会（七夕） 後水尾天皇 続史愚抄

26 左 2 和歌懐紙 秋日同詠織女契久
／和歌

左近衛権少将藤原
宣季

今出川経季（宣
季）

岩まくらかはすち／きりは羽衣のなつ／ともつ
きぬほし合／のそら

江戸時代・慶長16年
（1611） 7月7日 33. 8×48. 8 36. 8×51. 5 大高檀紙 和歌御会（七夕） 後水尾天皇 飛鳥井雅庸

詠進：柳原業光
後水尾天皇、知仁親王（のちの後奈良天皇）、貞清親王、鷹司
信尚、烏丸光宣、広橋兼勝、三条公広、三条西実条、中御門
資胤、日野資勝、西洞院時慶、白川雅朝、飛鳥井雅庸、為経、
烏丸光広、広橋総光、五辻元仲、正親町三条実有、庭田重定、
四辻季継、阿野実顕、上冷泉為満、富小路秀直、園基任、西
洞院時直、今出川宣季、万里小路孝房、中御門宣衡、中院通
村、山科言緒、清閑寺共房、高倉永慶、滋野井季吉（冬隆）、
広橋兼賢、白川顕成、柳原業光、舟橋秀賢、上冷泉為頼、常
胤法親王、興意法親王、最胤法親王、良恕法親王、尊純法親
王、日野輝資（知云）

続史愚抄、公宴続歌
（27472）

27 左 3 和歌懐紙 重陽同詠河邊菊花
／和歌 権中納言藤原季遠 四辻季遠 花やあらぬ岩ねの／きくのさきしより／とはに

なみこす秋の／河きし
室町時代・天文14年
（1545） 9月9日 35. 5×51. 5 36. 7×51. 5 強杉原紙 和歌御会（重陽） 後奈良天皇 勧修寺尹豊 続史愚抄

28 左 4 和歌懐紙 七夕同詠乞巧奠／
和歌

右近衛権中将藤原
實胤 正親町実胤 けふといへは雲ゐに／かさる玉琴のひかり／も

てるやほしあひ／のそら
室町時代・永正14年
（1517） 7月7日 34. 6×51. 4 36. 7×51. 4 強杉原紙 詩歌御会（七夕） 後柏原天皇 四辻季経已下殿上人等八人参仕 続史愚抄

29 左 5 和歌懐紙 春日同詠春色浮水
／和歌

左近衛権中将藤原
親綱 中山親綱 わかみとり松をう／つして池水のあゐ／よりい

つる春のひ／としほ
安土桃山時代・天正
5年（1577） 1月19
日

34. 5×51. 6 36. 6×51. 6 大高檀紙 和歌御会始 正親町天皇 続史愚抄

30 左 6 和歌懐紙 春日同詠春松契齢
／和歌 権中納言源通胤 中院通胤 千代ふへきよはひをかね／て松か枝にみさほ／

のはるは君そか／そへむ
室町時代・享禄 2年
（1529）1月19日 33. 7×51. 5 36. 6×51. 5 強杉原紙 和歌御会始 後奈良天皇

読師：三条西公条
講師：実世
講頌：飛鳥井雅綱。発声。

続史愚抄

31 左 7 詩懐紙
七夕同賦星河落簷
／詩〈以涼為／
韻〉

権中納言藤原元長 甘露寺元長 銀河迎夜蘸星光簷／外斜懸万丈長直覚／詩懐
洗残暑暁風吹送／玉階涼

室町時代・永正 8年
（1511） 7月7日 35. 2×50. 5 36. 6×51. 5 強杉原紙 詩歌御会（七夕） 後柏原天皇 東坊城和長

詩御会公宴：後柏原天皇、貞敦親王、三条西実隆、高辻長直、
甘露寺元長、中御門宣秀、東坊城和長、高辻章長、三条西公
条、中山康親、五条為学

続史愚抄、公宴続歌
（11212）

32 左 8 和歌懐紙 重陽同詠菊獨／秋
花和歌 権中納言藤原伊長 甘露寺伊長 おなし野の露より／さきてあきの菊千種／にま

さるいろ香を／そみる
室町時代・大永 4年
（1524） 9月9日 33. 7×50. 0 36. 7×51. 5 強杉原紙 公宴（重陽） 後柏原天皇 東坊城和長 再昌草

33 左 9 和歌懐紙 穐日同詠七夕草花
／和哥

蔵人頭右中辨藤原
尚顕 勧修寺尚顕 織女もこゝろそめ／よと手向をくなか／に色こ

き秋／萩の花
室町時代・永正 3年
（1506） 7月7日 33. 5×51. 5 36. 6×51. 5 強杉原紙 和歌御会（七夕） 後柏原天皇 甘露寺元長 続史愚抄

34 左10 和歌懐紙 秋日同詠七夕衣／
和歌 権中納言藤原晴右 勧修寺晴右 いく秋もふかきちき／りのたなはたに五百／機

ころもたむけに／そをる
安土桃山時代・元亀
3年（1572） 7月 7
日

36. 7×51. 5 ─ 大高檀紙 公宴詠進（七夕） 正親町天皇 権大納言言継卿集、雅
敦卿詠草

35 左11 和歌懐紙 秋日同詠織女風／
為扇和歌 権大納言藤原尹豊 勧修寺尹豊 雲霧もそらにきえ／つゝたなはたのこよひ／あ

ふきのかせやふ／くらむ 室町時代・16世紀 34. 7×51. 0 36. 6×51. 1 強杉原紙 （七夕）

36 左12 和歌懐紙 重陽同詠菊花／満
庭和歌 権中納言藤原共房 清閑寺共房 いろわけて枝はわ／かれすみたれつゝけふ／さ

くきくや九重／のには
江戸時代・元和7年
（1621） 9月9日 33. 5×44. 4 36. 7×51. 4 大高檀紙 和歌御会（重陽） 後水尾天皇 詠進：柳原業光 続史愚抄

37 左13 詩懐紙
重陽同賦菊有春／
叢花詩〈題中取／
韻〉

権中納言藤原宣秀 中御門宣秀 黄菊叢々始綻辰遶籬／胡蝶亦相親天工變／巧
牡丹色留與詩人／回照春

室町時代・永正 4年
（1507） 9月9日 34. 5×51. 5 36. 7×51. 5 強杉原紙 内裏御会（重陽） 後柏原天皇 宣胤卿記、再昌草

38 左14 和歌懐紙 秋日同詠菊花満／
庭和謌 権大納言藤原資勝 日野資勝 袖ことに折とも／さきし九重やひろ／きめくり

の庭のし／らきく
江戸時代・元和7年
（1621） 9月9日 36. 7×51. 4 ─ 大高檀紙 和歌御会（重陽） 後水尾天皇 詠進：柳原業光 続史愚抄

39 左15 和歌懐紙 秋日同詠七夕夜深
／和謌 権中納言藤原光慶 日野光慶 あふおりにふけ行／ころのうれしさもふた／つ

のほしのけふや／知らむ
江戸時代・元和5年
（1619） 7月7日 36. 7×51. 5 ─ 大高檀紙 和歌（七夕） 後水尾天皇

三条公広、中御門資胤、日野資勝、烏丸光広、広橋総光、今
出川宣季、正親町三条実有、四辻季継、中御門宣衡、阿野実
顕、清閑寺共房、日野光慶、中院通村、庭田重定、西洞院時
慶、白川雅朝、五辻之仲、山科言緒、新三位殿（西洞院時直）、
広橋兼賢、柳原業光、高倉永慶、飛鳥井雅胤、高倉嗣良、冷
泉中将（為頼）、竹屋光長、阿野公福、綾小路高有、五辻奉
仲など

言緒卿記

40 左16 和歌懐紙 春日詠風静花芳／
和歌 侍従總光 広橋総光 春風のしつけき／かたに枕かる夢／さへ花の香

にふる／るかな
安土桃山時代・16世
紀 33. 3×45. 3 36. 7×51. 5 大高檀紙 （歌会始）

41 左17 和歌懐紙 秋日同詠七夕琴／
和歌 正二位藤原淳光 柳原淳光 ちゝの秋のためし／にそひて玉ことの／たむけ

かはらぬ星合／のそら
安土桃山時代・16世
紀 33. 3×47. 5 36. 7×51. 5 大高檀紙 （七夕）

42 左18 和歌懐紙 秋日同詠七夕琴／
倭歌 権大納言藤原光宣 烏丸光宣 たま琴をしらへか／へして七夕の前／をこよひ

ひきやと／とめん
安土桃山～江戸時
代・16～17世紀 34. 2×51. 5 36. 7×51. 5 大高檀紙 （七夕）

43 左19 和歌懐紙 春日詠風静花／芳
和歌 左少辨光廣 烏丸光広 吹とてもさのみ／いとはし花をよきてに／ほひ

をちらす春の／夕かせ
安土桃山時代・16世
紀 33. 2×46. 0 36. 6×51. 5 大高檀紙 （歌会始）

44 左20 和歌懐紙 春日同詠毎山有／
春倭謌

蔵人頭左中辨藤原
光賢 烏丸光賢 やま姫のかすみの／にしき織はへて千里／もお

なし春はき／にけり
江戸時代・元和8年
（1622）1月19日 36. 6×51. 5 ─ 大高檀紙 和歌御会始 後水尾天皇 三条西実条

読師：中御門資胤
講師：季俊
講頌、発声：四辻季継

続史愚抄

45 左21 和歌懐紙 秋日同詠牛女年々
渡／和謌 権中納言藤原為満 上冷泉為満 よろつよもとしに／ひとよとちきりをきて／あく

るわひしきけふ／の星合
江戸時代・元和2年
（1616） 7月7日 36. 7×51. 5 ─ 大高檀紙 和歌御会（七夕） 後水尾天皇 飛鳥井雅庸 続史愚抄

46 左22 和歌懐紙 秋日同詠七夕植物
／和歌 兵部卿菅原為康 五条為康 うへしよりにはの／千草の花もけに／けふ七夕

の手向と／やさく 室町時代・16世紀 34. 5×51. 5 36. 7×51. 5 強杉原紙 （七夕）

47 左23 詩懐紙
七夕同賦七夕臨宮
池／詩〈題中取／
韻〉

大蔵卿菅原和長 東坊城和長 初月新涼星夕深池亭／開宴更登臨宮娃莫／笑
戚姫寵天上佳期／別古今

室町時代・永正12年
（1515） 7月7日 35. 0×51. 5 37. 0×51. 5 強杉原紙 七夕公宴 後柏原天皇 高辻章長 再昌草

48 左24 和歌懐紙 春日同詠松色浮池
／和歌 左馬頭源元仲 五辻之仲（元仲） かねてより千世を／うかへて松かけに波／のは

なさくはるの／池みつ
安土桃山時代・天正
16年（1588） 1月20
日

35. 0×48. 6 36. 5×51. 5 大高檀紙 禁裏御会始 後陽成天皇

読師：柳原淳光
講師：中山慶親
発声：飛鳥井雅春
後陽成天皇、邦房親王、守理法親王、尊朝法親王、常胤法親
王、菊亭晴季、徳大寺公維、飛鳥井雅春、柳原淳光、四辻公
遠、勧修寺晴豊、中山親綱、烏丸光宣、日野輝資、持明院基
孝、庭田重通、松木宗満、広橋兼勝、東坊城盛長、正親町三
条公仲、白川雅朝、高倉永孝、万里小路充房、中山慶親、五
条為経（為良）、四辻季満、雅継、五辻元仲、園基継、勧修
寺光豊、富小路秀直

公宴続歌（23811）
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